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ピッカピカの一年生☆
　友達たくさんできるかな♪

《主な内容》
◎平成25年度一般会計予算
◎町職員・教職員の人事異動
◎統合中学校の校章募集
◎中学校卒業まで医療費無料化

　４月７日㈰、町内の各小学校で入学式が行われ、224
人の新入生が入学しました。
　二井宿小学校では、４人が入学し、先生や地域の方々、
お父さん、お母さん、上級生のみんなに見守られながら
元気いっぱいに小学校生活をスタートさせました。

人　

口

計 25,080人
男 12,131人
女 12,949人

世帯数 7,533世帯
（４月１日現在）

【高畠町ホームページ】  http://www.town.takahata.yamagata.jp

®
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一．　　　　一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章 

平成25年度　予算

6億3千万円の増額

423,046

41,168円 112,658円 
41,819円 5,556円 14,596円 

83,627

町の人口　25,080 人（平成 25年４月１日現在の住基登録者）

37億9000万円
　 （35.7％）

20億9736万円
　 （19.8％）

町　債
17億8370万円
（16.8％）

国庫支出金国庫支出金
８億8326万円８億8326万円
（8.3％）（8.3％）

県支出金県支出金
７億3428万円７億3428万円
（6.9％）（6.9％）

諸収入　諸収入　
２億1062万円（2.0％）２億1062万円（2.0％）

地方消費税交付金地方消費税交付金
２億1000万円２億1000万円
（2.0％）（2.0％）

地方譲与税　１億5400万円（1.5％）地方譲与税　１億5400万円（1.5％）
繰越金　１億5000万円（1.4％）繰越金　１億5000万円（1.4％）
その他　２億6066万円（2.4％）その他　２億6066万円（2.4％）

　平成25年度高畠町一般会計予算は、106
億１千万円で、対前年度比で６億３千万円、
6.3％の増額としました。
　歳入のうち、町税、地方交付税および臨
時財政対策債等の一般財源は67億1,996万
円で、前年度比１億321万円の減額、マイ
ナス1.5％を見込みました。町税は、税率
改正によるたばこ税の増額を見込み、地方
交付税は前年度実績により１億５千万円の
減額を見込みました。
　主な事業としては、統合中学校整備事業、
町道竹森中里線整備事業、障がい者総合支
援事業、緊急雇用創出事業、高齢者いきい
き活動支援事業、小中学生医療費助成事業、
ごみゼロモデル事業などを予算化し、町民
の福祉および生活環境の向上に努める予算
としました。
　一般会計と特別会計、企業会計の予算総
額は207億6,014万円で、一般会計や国保
保険会計の増額などにより、前年度より
12億965万円、6.2％の増額としました。

……10億3,379万円
……１億9,067万円
…………9,350万円

…2,661万円
……2,461万円
……2,000万円
……1,930万円
…1,000万円

統合中学校整備事業
防災拠点施設整備事業
道路新設改良事業
創意工夫プロジェクト支援事業
電気自動車用急速充電器設置事業
亀岡自動車ポンプ整備事業
住宅建設支援等補助事業
町中小企業経営革新促進事業補助金
雪対策総合交付金
高齢者いきいき活動支援事業
放課後児童クラブ推進事業
保育料軽減事業
小中学生医療費助成事業
母子保健事業
（乳幼児・妊婦健診事業等）
各種検診等住民保健事業
ごみゼロモデル事業
（生ごみ資源化等）
緊急雇用創出事業
農地・水・環境保全向上対策事業
森林病害虫防除対策事業
デマンド交通運行事業
私立幼稚園就園奨励費
学校給食運搬事業
人材養成事業
 （中高生海外派遣、受入事業等）

8079

 279

8591

6940

1178

28億4385万円

22億347万円

10億586万円

28

2

1551

281

8

41,096円 17,175円 86,308円 36,099円 22,324円 
2799

……………220 万円
…1,702 万円
……2,079 万円

…………………960 万円
………4,905 万円

………………2,656 万円

………4,855 万円
……………676 万円

……………4,120 万円
…1,172 万円

………273 万円
…………840 万円
…………1,830 万円

………………849 万円
……………………260 万円

（
一
般
会
計
）

小数点未満四捨五入

一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

１０６１０６億１千万円千万円１０６１０６億億１１千万円千万円

民生費
28億2546万円
（26.6％）

教育費
21億6461万円
（20.4％）

衛生費
10億3250万円
（9.7％）

公債費
10億3070万円
（9.7％）

土木費
９億537万円
（8.5％）

商工費
５億5988万円
　　　（5.3％）

消防費
４億3075万円（4.1％）

農林水産業費
３億6607万円（3.5％）

その他　２億4583万円　
　　　　　　　（2.3％）

総務費
10億4883万円
（9.9％）

繰入金繰入金
３億3612万円（3.2％）３億3612万円（3.2％）
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　　一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章　　　　一．たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

町

職

員

人
事
異
動

人
事
異
動

中 川 和 紀
（社会教育課・主事）

丸 山 和 枝
（町民課・主事）

相 良 優 樹
（産業経済課・主事）

杉 原 尚 樹
（健康推進課・主事）

黒 田こずえ
（福祉課・主事）

八 島 加 奈
（税務課・主事）

渡 部 香 子
（総務課・主事）

４
月
１
日
付

（　
　

）
は
前
任

　

業
務
を
効
果
的
・
効
率
的
に
遂
行

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
組
織
機
構

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

①
総
務
課
「
危
機
管
理
係
」
を
「
地

　

域
防
災
係
」
に
改
称
し
ま
し
た
。

②
企
画
財
政
課
「
財
産
管
理
係
」
を

　

廃
止
し
ま
し
た
。

③「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
」、「
介

　

護
保
険
料
」
の
賦
課
・
徴
収
事
務

　

を
税
務
課
に
移
管
し
ま
し
た
。

④
町
民
課
「
保
険
料
係
」、「
介
護
保

　

険
係
」
に
つ
い
て
、「
保
険
料
係
」

　

を
廃
止
し
、「
介
護
保
険
係
」
を

　

福
祉
課
に
移
管
し
ま
し
た
。

⑤
生
活
環
境
課
「
町
民
相
談
係
」
を

　

同
課
の
「
生
活
安
全
係
」
に
統
合

　

し
ま
し
た
。

町
の
組
織
機
構
の
一
部
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

町
の
組
織
機
構
の
一
部
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

⑥
生
活
環
境
課
「
環
境
推
進
係
」
と

　
「
環
境
衛
生
係
」
を
統
合
し
て
「
環

　

境
係
」
と
し
ま
し
た
。

⑦
福
祉
課「
障
害
者
福
祉
係
」を「
障

　

が
い
者
福
祉
係
」に
改
称
し
ま
し
た
。

⑧
健
康
推
進
課
「
健
診
係
」
を
公
立

　

高
畠
病
院
に
移
管
し
ま
し
た
。

⑨
産
業
経
済
課
「
生
産
流
通
係
」
と

　
「
水
田
営
農
係
」
を
統
合
し
て
「
農

　

業
振
興
係
」
と
し
ま
し
た
。

⑩
教
育
総
務
課「
施
設
管
理
係
」、「
統

　

合
中
学
校
準
備
係
」、「
統
合
中
学

　

校
建
設
係
」
を
統
合
し
て
「
統
合

　

中
学
校
開
校
準
備
・
施
設
管
理
係
」

　

と
し
ま
し
た
。

⑪
社
会
教
育
課
「
地
域
振
興
係
」
を

　

廃
止
し
ま
し
た
。

◆
総
務
課

▽
地
域
防
災
係
長
／
大
木
統（
同
課

危
機
管
理
係
長
）
▽
主
任
／
小
梁
川

め
ぐ
み（
産
業
経
済
課
主
任
）
▽
主

任
／
五
十
嵐
惇
一（
同
課
主
事
）
▽

総
務
課
付
け
主
任
／
結
城
由
香
里

（
監
査
委
員
事
務
局
主
任
）
▽
主
事

／
渡
部
香
子（
新
採
）

◆
企
画
財
政
課

▽
課
長
／
齋
藤
利
明（
公
立
高
畠
病

院
事
務
長
）
▽
主
任
／
大
木
ま
ゆ
美

（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
）

◆
税
務
課

▽
課
長
補
佐（
課
税
担
当
）／
近
野
忠

内（
社
会
教
育
課
長
補
佐
・
社
会
教

育
担
当
兼
図
書
館
長
兼
中
央
公
民
館

副
館
長
）
▽
住
民
税
係
長
／
竹
田
恭

一（
産
業
経
済
課
生
産
流
通
係
長
）

▽
主
任
／
嶋
倉
美
穂
子（
町
民
課
主

任
）
▽
主
任
／
皆
川
智
明（
町
民
課

主
任
）
▽
主
事
／
小
関
陽
香（
健
康

推
進
課
主
事
）
▽
主
事
／
八
島
加
奈

（
新
採
）

◆
町
民
課

▽
課
長
補
佐
／
髙
梨
良
行（
建
設
課

長
補
佐（
道
路
・
都
市
計
画
担
当
））

▽
住
民
年
金
係
長
／
曾
我
春
美（
教

育
総
務
課
統
合
中
学
校
準
備
係
長
）

▽
主
任
／
柴
田
鏡
子（
福
祉
課
主
任
）

▽
主
任
／
二
階
堂
裕
美（
福
祉
課
主

任
）
▽
主
事
／
丸
山
和
枝（
新
採
）

◆
生
活
環
境
課

▽
課
長
／
情
野
忠
道（
建
設
課
長
補

佐
・
用
地
担
当
）
▽
課
長
補
佐
／
石

川
茂
美（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
）

▽
環
境
係
長
／
村
上
奈
美
子（
同
課

環
境
推
進
係
長
）
▽
主
任
／
木
村
克

彦（
上
下
水
道
課
主
任
）
▽
主
任
／

石
山
哲
史（
企
画
財
政
課
主
任
）

◆
健
康
推
進
課

▽
課
長
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

兼
健
康
管
理
施
設
げ
ん
き
館
次
長
／

石
川
庄
一（
生
活
環
境
課
長
）
▽
課

長
補
佐
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
事
務
局
次

長
／
吉
田
健
一（
同
課
長
補
佐
兼
健

診
セ
ン
タ
ー
事
務
局
次
長
兼
地
域
保

健
係
長
）
▽
地
域
保
健
係
長
／
佐
藤

裕
子（
同
課
健
診
係
長
）
▽
主
事
／

杉
原
尚
樹（
新
採
）

◆
福
祉
課

▽
課
長
補
佐
・
福
祉
担
当
／
髙
梨
麗

子（
同
課
長
補
佐
）
▽
課
長
補
佐
・

介
護
保
険
担
当
／
鈴
木
誠
市（
町
民

課
長
補
佐
・
介
護
保
険
担
当
）
▽
障

が
い
者
福
祉
係
長
／
田
村
善
次（
社

会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
兼
体

育
館
長
代
理
兼
武
道
館
長
代
理
兼
多

目
的
屋
内
運
動
場
館
長
代
理
）
▽
介

護
保
険
係
長
／
雲
井
光（
町
民
課
介

護
保
険
係
長
）
▽
主
任
／
東
條
英
史

（
税
務
課
主
任
）
▽
主
任
／
大
河
原

多
美
子（
社
会
教
育
課
主
任
）
▽
主

任
／
加
藤
祐
美（
社
会
教
育
課
図
書

館
主
任
司
書
）
▽
主
事
／
長
岡
英
昭

（
町
民
課
主
事
）
▽
主
事
／
黒
田
こ

ず
え（
新
採
）

◆
産
業
経
済
課

▽
課
長
補
佐
・
商
工
観
光
交
流
担
当

／
深
瀬
吉
弘（
同
課
産
業
政
策
係
長
）

▽
農
業
振
興
係
長
／
市
川
浩
介（
同

課
水
田
営
農
係
長
）
▽
農
村
林
務

◆
建
設
課

▽
課
長
補
佐
・
都
市
計
画
担
当
／
志

賀
浩
二（
同
課
都
市
計
画
係
長
）
▽

課
長
補
佐（
道
路
・
用
地
担
当
）
／

安
部
裕
一（
企
画
財
政
課
財
産
管
理

係
長
）
▽
都
市
計
画
係
長
／
青
木
睦

（
産
業
経
済
課
農
村
林
務
係
長
）
▽

道
路
河
川
係
長
／
佐
藤
忠
博（
同
課

用
地
係
長
）
▽
用
地
係
長
／
猪
野
隆

一（
上
下
水
道
課
生
活
排
水
係
長
）

▽
技
師
補
／
舘
和
明（
新
採
）

◆
上
下
水
道
課

▽
課
長
／
原
田
久
夫（
同
課
長
補
佐
・

上
水
道
担
当
）
▽
課
長
補
佐
・
上
水

道
担
当
／
金
子
剛（
教
育
総
務
課
長
補

佐（
学
校
教
育
・
子
育
て
支
援
担
当
））

▽
生
活
排
水
係
長
／
今
野
寿
一（
建
設

課
道
路
河
川
係
長
）
▽
主
任
／
大
浦

宏
幸（
同
課
主
事
）
▽
主
事
補
／
大
地

浩
太
郎（
新
採
）

◆
教
育
総
務
課

▽
課
長
補
佐
・
子
育
て
支
援
担
当
／

猪
野
裕
子（
同
課
長
補
佐
・
統
合
中
学

校
担
当
）
▽
課
長
補
佐
・
学
校
教
育

担
当
兼
統
合
中
学
校
開
校
準
備
・
施

設
管
理
係
長
／
新
藤
重
徳（
同
課
統

合
中
学
校
建
設
係
長
）
▽
主
事
補

／
木
村
真
理（
新
採
）
▽
屋
代
児
童

館
副
館
長
／
五
十
嵐
ち
ひ
ろ（
二
井

宿
保
育
園
長
）
▽
屋
代
児
童
館
主

任
児
童
厚
生
員
／
土
屋
英
子（
和
田

保
育
園
主
任
保
育
士
）
▽
屋
代
児
童

館
主
任
児
童
厚
生
員
／
岩
間
加
代
子

（
二
井
宿
保
育
園
主
任
保
育
士
）
▽

屋
代
児
童
館
主
任
児
童
厚
生
員
／
二

宮
多
佳
子（
和
田
保
育
園
主
任
保
育

士
）
▽
教
育
総
務
課
主
任
児
童
厚
生

員
／
佐
々
木
留
里
子（
和
田
保
育
園

主
任
保
育
士
）
▽
屋
代
児
童
館
主
任

児
童
厚
生
員
／
大
木
亜
紀（
和
田
保

育
園
主
任
保
育
士
）
▽
糠
野
目
小
学

校
技
術
員
／
鈴
木
信
一（
第
三
中
学

校
）
▽
第
三
中
学
校
技
術
員
／
安
部

国
善（
第
四
中
学
校
）
▽
第
四
中
学

校
技
術
員
／
安
部
喜
一（
糠
野
目
小
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舘  和 明
（建設課・技師補）

木 村 真 理
（教育総務課・主事補）

大 地浩太郎
（上下水道課・主事補）
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会
事
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主
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▽
主
事
／
相
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優
樹（
新
採
）

　この度、教育長を拝命しまし
た丸山信也です。微力ですが、
高畠町の教育の充実のために全
力を尽くして参りますので、よ
ろしくお願いいたします。
　今年度は、いよいよ平成28
年４月に開校する「高畠町立高
畠中学校」校舎本体の建設工事
が始まります。町民のみなさま
が誇りとする中学校、子どもた
ちが大きな夢やあこがれを抱いて入学する中学校になるよう、
環境整備や諸準備に万全を尽くして参ります。
　教育の大きな使命の一つに「ふるさとを愛し、志高く生きる子
どもを育てる」ことがあります。先人が築いた歴史や文化・伝統
をふまえ、まほろばの大地にしっかり根を張り、心を耕し、力強
く生きる子どもを育てたいと思います。
　みなさまのご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げ、
就任のごあいさつといたします。

教育長　丸山信也

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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佐 々 木 恵 子
（高畠病院・理学療法士）

髙 橋 寿 和
（高畠病院・理学療法士）

海 野 美 和 子
（高畠病院・理学療法士）

渡 部 真 紀
（高畠病院・作業療法士）

嶋 貫 香 代
（高畠病院・看護師）

平成 2 5 年 度 新 規 採 用 職 員平 成 2 5 年 度 新 規 採 用 職 員
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学 校 名
転 入 転 出

新職名 氏　　名 前 任 校 新職名 氏　　名 新 任 校

高 畠 小 学 校

校 長 島　津　正　道 高畠町立屋代小 教 諭 鈴　木　智　子 川西町立吉島小

教 諭 中　川　伸　子 川西町立大塚小 教 諭 畠　山　千鶴子 山形市立南沼原小

教 諭 平　賀　修太郎 新 採 教 諭 髙　橋　宏　幸 高畠町立亀岡小

事務主査 村　山　千香子 高畠町立糠野目小

二 井 宿 小 学 校

教 諭 大　峽　祐　一 米沢市立東部小 教 諭 軽　部　　　恵 山形市立金井小

教 諭 阿　達　由　佳 上山市立上山小 教 諭 渡　邉　幸　代 高畠町立和田小

事務主査 田　中　邦　子 山形市立金井小 事務主査 竹　田　悦　子 高畠町立亀岡小

屋 代 小 学 校

校 長 髙　橋　　　聡 高畠町立和田小 校 長 島　津　正　道 高畠町立高畠小

教 諭 佐　藤　正　博 高畠町立亀岡小 教 諭 東　條　智　樹 米 沢 市 立 南 部 小

教 諭 島　貫　　　梓 新 採 教 諭 嶋　倉　桂　子 高畠町立和田小

亀 岡 小 学 校

教 諭 髙　橋　宏　幸 高畠町立高畠小 教 諭 渡　邉　弘　史 米沢市立窪田小

教 諭 濱　田　美智留 南陽市立赤湯小 教 諭 佐　藤　正　博 高畠町立屋代小

事務主査 竹　田　悦　子 高畠町立二井宿小 事務主査 泉　　　玲　子 高畠町立糠野目小

和 田 小 学 校

校 長 安　部　壮　一 南陽市立沖郷小 校 長 髙　橋　　　聡 高畠町立屋代小

教 諭 渡　邉　幸　代 高畠町立二井宿小 教 諭 鈴　木　久仁子 米沢市立塩井小

教 諭 嶋　倉　桂　子 高畠町立屋代小 養護教諭 宮　川　弘　美 米沢市立三沢東部小

養護教諭 尾　花　理惠子 高畠町立糠野目小

糠 野 目 小 学 校

教 諭 鹿　野　美紀子 川西町立小松小 教 諭 渡　部　利　絵 川西町立大塚小

教 諭 白　石　景　子 長井市立致芳小 教 諭 小　林　　　修 南陽市立沖郷小

教 諭 鈴　木　泰　佐 寒河江市立南部小 養護教諭 尾　花　理惠子 高畠町立和田小

教 諭 金　田　智　美 新 採 事務主査 村　山　千香子 高畠町立高畠小

養護教諭 大　瀧　久　子 山形市立滝山小

事務主査 泉　　　玲　子 高畠町立亀岡小

第 一 中 学 校

教 頭 会　田　　　均 小国町立叶水中 校 長 金　沢　　　真 高畠町立第四中

教 諭 吉　田　全　廣 県 立 米 沢 養 護 教 諭 渡　部　正　人 米沢市立第四中

教 諭 清　水　良　之 南陽市立沖郷中 教 諭 駒木根　文　子 高畠町立第二中

教 諭 須　賀　恵美子 米沢市立第四中

教 諭 田　宮　慶　一 新 採

教 諭 手　塚　佳緒里 新 採

第 二 中 学 校

教 頭 土　屋　賢　寿 飯豊町立飯豊中 教 頭 菅　野　利　和 南陽市立宮内中

教 諭 髙　橋　留美子 米沢市立南原中 教 諭 渡　邊　晃　司 米沢市立第七中

教 諭 駒木根　文　子 高畠町立第一中 教 諭 佐　貝　賀　子 米沢市立第四中

第 三 中 学 校

教 頭 竹　田　重　隆 南陽市立赤湯中 教 頭 磯　部　晃　輝 米沢市立南原中

教 諭 多　勢　千鶴子 米沢市立第二中 教 諭 髙　橋　準　一 県 立 米 沢 養 護

教 諭 尾　形　浩　一 米沢市立第六中

事務主査 鷲　尾　由　己 高畠町立第三中

第 四 中 学 校

校 長 金　沢　　　真 高畠町立第一中 校 長 尾　形　敏　行 米沢市立第四中

教 諭 福　田　寿　代 米沢市立第五中 教 諭 鈴　木　仁　一 南陽市立沖郷中

教 諭 髙　橋　昌　靖 小国町立北部中 教 諭 八　鍬　有岐子 山形市立第三中

教 諭 地　主　忠　亮 米沢市立第三中

教 職 員

退　職 丸山信也（高畠町立高畠小校長）、　市川知子（高畠町立糠野目小教諭）、　菊地圭子（高畠町立高畠小事務統括）
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 　新任者の紹介新任者の紹介  　　新任者の紹介新任者の紹介

 こんにちは！　
高畠病院です
 こんにちは！ こんにちは！　　
高畠病院です高畠病院です

Ｕ

佐々木 賢二  医師

  私は昭和48年に東北大学を卒業し大学院で免疫学
の学位を取得後、臨床に転向しました。
　消化器病学会専門医、消化器内視鏡学会指導医・
専門医、内科学会認定内科医として、主に上下部内
視鏡、ＥＲＣＰ（内視鏡的逆行性胆道膵管造影）、
腹腔鏡などを施行します。そこで得た貴重な知見を
学会にて発表したり、国際誌に論文を掲載したりし
て、自らの診療の是非を広く世界に問い、その意見
に答える事を基本姿勢としています。
　昨季はサン・ディエゴにて開催された米国消化器病週間で発表し、招待
論文としてＷＪＧ誌に掲載された胃潰瘍の論文が反響を呼び、イギリスと
ポーランドから、それに関した論文の査読を依頼され、多忙な日々を送り
ました。
　今季はベオグラードで５月末に開催されるヨーロッパ・アフリカ肝胆膵
学会で別のＥＲＣPの症例を発表してきます。よろしくお願いします。

公立高畠病院
〒 992-0351
 高畠町大字高畠 386 番地
　☎（52）１５００（代）　

今年度初めての教室です！

まずはみんなで体を動かして、日頃の運動不足を解消しましょう !!

期　日 時　間 内　容 担当スタッフ

5月22日㈬ 13時30分～14時30分 実践編「わくわくウオーキング」 理学療法士

▶開催場所／公立高畠病院リハビリテーション室
▶問合せ先／公立高畠病院栄養管理科または内科外来　☎（52）１５００

月 火 水 木 金 土（第２・４）

内 科
午 前

○ ○ ○ ○ ○
○

午 後

外 科
午 前 ○ ○ ○ ○
午 後

整 形 外 科
午 前

○ ○
○ ○ ○ ○

午 後 第２・４のみ

産 婦 人 科
午 前

○
○

○
第１・３のみ

○
○

午 後

小 児 科
午 前

○
○

○ ○ 第２・４のみ
○

午 後 （予防接種）

泌 尿 器 科
午 前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午 後

眼 科
午 前 ○ ○
午 後 ○

皮 膚 科
午 前
午 後 ○ ○

▶受付時間／【午前】８時30分～ 11時30分（内科・小児科は正午まで）
　　　　　　【午後】13時30分～ 15時30分（内科・産婦人科・小児科・皮膚科）
　　　　　　  土曜日は11時30分まで。再来受付機での受付は８時からになります。

  公立高畠病院 外来診療体制のお知らせ 公立高畠病院 外来診療体制のお知らせ 

  糖尿病教室糖尿病教室  を開催します!!を開催します!!
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安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

自
治
会
・
町
内
会
に

自
治
会
・
町
内
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

自
治
会
・
町
内
会
は
、
私
た
ち
が

住
む
ま
ち
を
温
か
な
心
と
心
の
ふ
れ

あ
い
で
、
よ
り
快
適
で
住
み
良
い
環

境
を
築
こ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

や
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内

や
行
政
か
ら
の
情
報
入
手
も
容
易
に

な
り
、
町
内
の
美
化
や
防
犯
灯
の
維

持
管
理
な
ど
の
安
全
確
保
、
地
域
に

お
け
る
課
題
等
へ
の
対
応
も
容
易
に

な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
き
な
災
害
が
あ
っ
た
時

等
に
は
地
域
を
基
盤
と
し
た
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
が
改
め

て
認
識
さ
れ
ま
す
。

　

自
治
会
・
町
内
会
に
加
入
し
て
よ

り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
力
を
合
わ
せ

ま
し
ょ
う
。

　

加
入
の
方
法
や
自
治
会
の
活
動
内

容
に
つ
い
て
は
最
寄
の
地
区
委
員

（
区
長
さ
ん
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
自

治
会
長
さ
ん
が
ど
な
た
か
分
か
ら
な

い
と
き
は
、
町
企
画
財
政
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
町
企
画
財
政
課　
　

☎
52
４
４
７
６
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◆老人福祉相談員／高齢者で一人暮らしの方や夫婦世帯を中心に訪問しています。
　　　　　　　　　日常生活に関する心配ごとや悩みごとなど、お気軽にご相談ください。月例会を開き、
　　　　　　　　　町福祉課との連携、相談員同士の情報交換等を行いながら、高齢者が安心して暮らせる
　　　　　　　　　ようお手伝いをしています。　 　　 ▶事務局／町福祉課地域福祉係　☎（52）３５６４

〈二井宿地区・
高畠地区の一部担当〉
菅野正章さん

☎（52）３７１９

〈高畠地区担当〉

佐藤　護さん
☎（52）１６１２

〈亀岡地区・
和田地区の一部担当〉
鈴木　誠さん

☎（57）２９４４

〈和田地区担当〉

星  憲 三さん
☎（56）２６５４

〈糠野目地区担当〉

東條勝行さん
☎（57）３０７５

〈屋代地区担当〉

髙橋忠昭さん
☎（52）１５３７

◆身体障害者相談員／身体に障がいのある方の更生援護に関する相談に応じています。
◆知的障害者相談員／知的障がい者の更生援護に関する相談に応じ、助言等を行っています。

▶事務局／町福祉課障がい者福祉係　☎（52）４４７３

身体障害者相談員
〈屋代地区担当〉
嶋倉秀代さん
☎（52）３５２７

身体障害者相談員
〈高畠・二井宿地区担当〉
阿部國雄さん
☎（52）３４１６

身体障害者相談員
〈糠野目地区担当〉
石垣和子さん
☎（57）３１９７

知的障害者相談員
〈全地区担当〉
大地　久子さん
☎（57）３５２３

身体障害者相談員
〈亀岡・和田地区担当〉
山木友子さん
☎（52）２３２１

みなさんの生活をお手伝いする「相談員」をご紹介しますみなさんの生活をお手伝いする「相談員」をご紹介しますみなさんの生活をお手伝いする「相談員」をご紹介します

「高畠町地域福祉計画策定委員会」委員（公募委員）募集のお知らせ「高畠町地域福祉計画策定委員会」委員（公募委員）募集のお知らせ
　高畠町では、『すべての町民が互いに思いやり
「共に生きる」ことができる元気なまちづくり』
を基本理念に、平成17年３月「高畠町地域福祉
計画」を策定し、福祉のまちづくりに取り組んで
きました。
　この地域福祉計画の２度目の見直しにあたり、
地域福祉の主役である地域住民の皆様とともに、
高畠町のこれからの福祉について検討するため
「高畠町地域福祉計画策定委員会」の委員を募集
します。
　少子高齢社会を迎え、誰もが安心して暮らせる
「まほろばの里 ®たかはた」づくりのために知
恵を出し合っていきましょう。
※今回の改定では社会福祉協議会が策定する「高畠町地

　域福祉活動計画」との一体策定を予定しているため、

　採用された場合は「地域福祉活動計画策定委員」を兼

　務していただくことになります。

▶応募資格／
　・高畠町に住所を有する満20歳以上の方
　・まちづくりや地域福祉活動に関心のある方
　・策定委員会（５回程度開催予定）のほか、町民
　　ワークショップや地区懇談会に参加できる方
▶募集人数／３人程度（選考のうえ通知します。）
▶任　　期／平成26年３月31日まで
▶報　　酬／策定委員会開催時、１回 3,000円
▶応募方法／町福祉課または地区公民館にある応
　募用紙に記入の上、郵送または持参により、町
　福祉課にご提出ください。
　（応募用紙は町ホームページでもダウンロード
　できます）
▶募集締切／５月27日㈪必着
▶問合せ先／町福祉課地域福祉係
　　　　　　　　　　　　　☎（52）３５６４

～もっと元気に！　65歳以上の方の元気づくり～

♦対 象 者／ 65歳以上で主に運動初心者　
　　　　　　　　ただし、要介護認定を受けている方は
　　　　　　　　参加できません。
◆参 加 料／無　料
◆申 込 締 切／平成25年５月17日㈮　
　　　　　　　  ※電話でお申し込みください。
◆コースと日程／次の２コースからお選びください。次の２コースからお選びください。

＊＊わくわく全身活性化コース＊＊

◇講　師／鹿俣体育研究所　鹿俣由美 先生（健康運動指導士）
◇内　容／新聞紙やレジ袋を利用した運動、疲労回復ストレッチ、
　　　　　ゲームなど

会　場 時　間 定　員 期　間

町中央公民館
午前10時～
　　11時30分

15人 前　期
５／27、　　 ６／10・24、
７／８・22、８／５・19、　
９／２　 【月曜日　全８回】

15人 後　期
９／12・16、10／10・24
11／７・21、12／12・26
　　　　　【木曜日　全８回】

＊＊初心者向け　らくらく貯筋コース＊＊

◇講　師／置賜スポーツ交流プラザ　ユルット運動専門指導員
◇内　容／ヨガやストレッチ、ボールを使った簡単運動など。
　　　　　栄養士による食事指導。

会　場 時　間 定　員 期　間

置賜スポーツ交流プラザ
湯 る っ と 午前９時30分～11時

20人 前　期
６／５・12・19・26、
７／３・10・17・24・31、
８／７　　【水曜日　全10回】

20人 後　期
 ９ ／６・13・20・27、
10／４・11・18・25、
11／８・15

【金曜日　全 10回】

　65歳以上の方の運動習慣づくりのお手伝いをする「げんきアップ運動教室」は、　65歳以上の方の運動習慣づくりのお手伝いをする「げんきアップ運動教室」は、
日用品を利用した運動やストレッチ、チューブやボールを使った簡単な運動、ヨガ日用品を利用した運動やストレッチ、チューブやボールを使った簡単な運動、ヨガ
など、誰でも手軽に楽しみながらできる内容です。など、誰でも手軽に楽しみながらできる内容です。
　「運動したいけどきっかけがなくて…」「きつい運動はイヤ」という方はぜひご　「運動したいけどきっかけがなくて…」「きつい運動はイヤ」という方はぜひご
参加ください。仲間といっしょに楽しく“げんきアップ”しましょう。参加ください。仲間といっしょに楽しく“げんきアップ”しましょう。

（この教室は介護保険を財源としています）（この教室は介護保険を財源としています）

▶申込・問合せ先申込・問合せ先／町福祉課包括支援係　担当：落合・安部　☎（52）４４９５町福祉課包括支援係　担当：落合・安部　☎（52）４４９５▶申込・問合せ先／町福祉課包括支援係　担当：落合・安部　☎（52）４４９５

健康状態によっては参加をお断りする場合が健康状態によっては参加をお断りする場合が

あります。あらかじめご了承ください。あります。あらかじめご了承ください。

健康状態によっては参加をお断りする場合が

あります。あらかじめご了承ください。

マシーンを利用した体力測定マシーンを利用した体力測定

鹿俣先生考案『レジ袋ストレッチ』鹿俣先生考案『レジ袋ストレッチ』



3     2013.５   33     2013.５   313 12

　第２回高畠町人・農地プラン検討会（平成25年３月27日）において審査、検討され12件のプランが決定しました。

地区名 集落名
中心となる
経 営 体 数 
 ※１

連携する
農 業 者
※２

その他の
農 業 者 
※３

合　計 今後の地域農業のあり方　※４

屋　代 野手倉 ４経営体
（個人４） なし 14名 18

経営体

・従来から「水稲＋果樹（ぶどう）」の営農形態が中心であり今後も継
続。特に、ぶどうについては経営面積も比較的大きく、品質の高い多
品種ぶどうが生産されていることが特徴。荷姿をアレンジし有利販売
に取組んでいる。

・当面リタイヤ予定の経営体は見受けられないが、今後どう連携するか
が課題。定年退職を迎える方が就農する可能性もあり期待できる。

・サルの被害防止に共同電気柵も検討したい。

屋　代 細　越
11経営体
（個人10）
（法人１）

１名 ６名 18
経営体

・従来からの「水稲＋果樹」の営農形態を中心に、酪農、農産加工、直
売などの６次産業化、電子農法など幅広い営農形態であり今後も厚み
のある営農形態を展開して行く。

・春先の共同の水利管理作業、豊作祈願、感謝の「さなぶり・餅つき」
等の伝統行事が継承されている。結びつきを深めるため継続する。　

屋　代 中　才 ７経営体
（個人７） ２名 ８名 17

経営体

・「水稲単作」および「水稲＋果樹」の営農形態が中心。今後もこの形態で
農業を推進する。

・中心経営体の平均年齢が 50代前半と比較的若く、交通の便を活かした
直売所および直販などの６次産業化、シャインマスカットの新植、水
稲の規模拡大等前向きに取組む。　　　　　　　　　　

屋　代

一本柳
 (東本町・
　粡　町・
　柏木目）

８経営体
（個人８） なし なし ８

経営体

・農業従事者の減少により生産組合（実行組合）組織が解散したことか
ら、人・農地プラン作成を期に一本柳地区周辺の 3集落が統合し新た
に地域営農組織を立ち上げた。当面は中心経営体が中心となり地域農
業を推進していくが、リタイヤする農業者や兼業農家の意向を踏まえ
プランの内容を修正していく。

・若年層の新規就農も予定されており、果樹や野菜の新規作物の栽培や
漬物加工による６次産業化への取組みにより、「水稲単作」に新たな
所得が確保されるよう取組む。

亀　岡 亀岡三 8経営体
（個人８） 2名 6名 16

経営体

・果樹中心の新規就農者が２名いることから、育成を図るとともに、果
樹中心の経営に重点を置く。

・水田については、他集落の耕作者が集落の農地を耕作していることか
ら、その方々を集落の中心経営体に位置付け集積を図る。

亀　岡 亀岡四 ５経営体
（個人５） なし ３名 ８

経営体

・水稲、大豆の土地利用型農業を営み、地域の中心となる経営体のほと
んどに後継者がいることから地域の農地の受け手として規模拡大を目
指す。今後他集落との統合したプランを作成していく。

和　田 佐沢上・下 ７経営体
（個人７） １名 １０名 18

経営体

・水稲+蕎麦、水稲+花卉、水稲+野菜で複合化を図り、その時々に
合わせ臨機応変に対応する。　

・農地を有効活用するために、区画整理された土地は水稲、未整理地は
転作田として区別する。　　　　　　　　　　　　　　　　

和　田 南佐沢 ５経営体
（個人５） なし ８名 13

経営体
・耕作放棄地を出さないために集落全体で現在の環境を維持する。
・集落内の特産や 6次産業化を追求するため協議していく。

糠野目 本　町 10経営体
（個人10） ３名 １名 14

経営体

・有機栽培、特別栽培、自然栽培等の栽培方法でそれぞれが付加価値を
高めている。今後も継続し高付加価値化に力を入れ差別化を図る。

・加工や直接販売等の 6次産業化への取組みも拡大する。

糠野目 蛇　口 ６経営体
（個人６） ２名 なし ８

経営体

・高齢化が進んでおり、今後離農者が増加すると思われる。農地の出し
手と中心経営体が連携し、耕作放棄地が出ないよう集積を図る。

・後継者も不足していることから将来を考え後継者の確保および育成に
力を入れ、集落の発展、活性化を図っていく。　

糠野目 夏　刈 ８経営体
（個人８） ２名 ８名 18

経営体

・特別栽培米面積を拡大し、付加価値を高めるとともに所得の向上を図る。
・経営転換やリタイヤする農業者の農地については、集落内または近隣
集落の担い手と連携し中心経営体への集積を図る。

糠野目
上　町
仲　町
三軒屋

９経営体
（個人９） ２名 10名 21

経営体

・水稲を中心とする営農形態であるが、転作部分において大豆・蕎麦・
麦とそれぞれの経営体が取組んでいる。連作障害の回避等も考え、水
田の畑地化と共に畑地間の輪作の交流等も考えられる。

・農業従事者が高齢化する中で不作付地増加につながらないよう、３集
落が連携を取りながらプランを作成する。また、近隣のプランとも交
流し適正化を図る。

【決定された人・農地プランの概要】 決定日／平成25年３月28日

※１　将来とも集落や地域で中心となり農業を行う担い手
※２　経営転換、リタイヤする農業者
※３　兼業や自給的農業の経営体
※４　一部省略して掲載しております

▲▲

 問合せ先／  問合せ先／ 
　産業経済課産業政策係　産業経済課産業政策係　☎（52）１８２７　☎（52）１８２７

☆☆ホームページでもご覧いただけます。ホームページでもご覧いただけます。

　

置
賜
農
業
共
済
組
合
推
薦
の
農
業
委

員
、
平
勇
氏
（
亀
岡
二
）
の
後
任
と

し
て
、
土
屋
芳
弘
氏
（
駄
子
町
）
が
４

月
５
日
付
け
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

担
当
地
区
は
、
鳥
居
町
・
小
郡
山
・

高
安
・
金
原
湯
在
家
・
金
原
熊
の
前
・

金
原
新
田
と
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
ず
。

　

平
成
22
年
度
に
戸
別
所
得
補
償
に

加
入
し
、「
調
整
水
田
等
の
不
作
付

地
の
改
善
計
画
書
」（
調
整
水
田
、

自
己
保
全
管
理
な
ど
）
を
提
出
し
て

い
る
方
は
、
３
年
後
の
平
成
24
年
度

が
計
画
の
達
成
年
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
。
平
成
25
年
度
も
調
整
水
田
等

の
不
作
付
け
地
の
状
態
が
継
続
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
水
田
は
交
付
対

象
水
田
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。（
転

作
の
面
積
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
）。

交
付
対
象
水
田
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
、

そ
の
水
田
に
交
付
対
象
作
物
を
作
付

け
し
て
も
交
付
金
が
交
付
さ
れ
な
く

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

に
お
い
て
、
地
域
の
中
心
と
な
る
経

営
体
（
担
い
手
）
に
集
積
す
る
農
地

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
将
来
作
付

け
す
る
こ
と
が
確
実
な
場
合
は
交
付

対
象
水
田
と
し
て
扱
い
ま
す
。（
借

り
手
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
）

▼
問
合
せ
先
／
町
農
業
再
生
協
議
会

事
務
局
町
産
業
経
済
課
農
業
振
興

係　
　
　
　
　
　

☎
52
４
４
８
０

水
田
を
お
持
ち
の
方
へ

農
業
委
員
が

新
た
に

選
任
さ
れ
ま
し
た

 

〜
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た
〜   

　

置
賜
農
業
共
済
組
合
の
役
員
改

選
等
に
よ
り
、
平
勇
委
員
が
退

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
期
２
年
８
か
月
間
の
ご
尽
力

に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

土 屋 芳 弘 氏
（駄子町）

（例）平成 22 年に「調整水田等の不作付地の改善計画」を提出し、
　　 平成 24年度が改善計画の達成予定年度の場合

引き続き
交付対象水田

平成 25年度から
「米の直接支払交付金」
「水田活用の直接支払交付金」
の交付対象水田から除外されます！

※借地の場合、必ず地主の方にもご確認ください！
　　（他の人へ土地を異動しても、　　　　　

交付対象水田に戻りません。）
注意！

いいえ

平成 25年度中に「人・農地プラン」の
集積される農地に位置付けされますか？

平成 25年度に米・野菜・飼料作物等を作付しますか？

いいえ

はい

はい
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平
成
28
年
４
月
開
校
予
定
の
統
合
中
学
校

（
高
畠
町
立
高
畠
中
学
校
）
の
制
服
に
つ
い

て
は
、
制
服
取
扱
企
業
７
社
か
ら
提
案
を
受

け
、
町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
選
定
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

去
る
、
２
月
28
日
の
制
服
選
定
会
議
に
お

い
て
、
カ
ン
コ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
制
服
が
、
最

終
候
補
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
選
定
理
由
と

し
て
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
手
入
れ
の
し

や
す
さ
、
着
心
地
の
良
さ
、
耐
久
性
、
デ
ザ
イ

ン
性
」
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
優
れ
て
お
り
、

中
学
生
ら
し
い
制
服
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
制
服
は
、
平
成
26
年
４
月
に
中
学
校
に

入
学
す
る
生
徒
か
ら
着
用
す
る
こ
と
に
な
る
予

定
で
す
。

　

生
徒
の
持
て
る
力
や
能
力
を
十
二
分
に
発
揮

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
充
実
し
た
施
設
整
備
を

行
い
ま
す
。
校
舎
の
内
装
に
つ
い
て
は
、
ぬ
く

も
り
と
温
か
み
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
木
質
化
を

図
り
、
地
域
固
有
の
高
畠
石
も
部
分
的
に
活
用

し
ま
す
。

　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
も
積
極
的
に
取

り
組
む
計
画
で
あ
り
、
南
校
舎
屋
上
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
給
食
調
理
用

と
し
て
太
陽
熱
利
用
設
備
も
体
育
館
棟
に
設
置

し
ま
す
。

　

な
お
、
校
舎
等
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
着
工
し
、
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
に
完
成
す

る
よ
う
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

統
合
中
学
校
の
外
観
図
が
完
成
し
ま
し
た

統
合
中
学
校（
高
畠
町
立
高
畠
中
学
校
）の

統
合
中
学
校（
高
畠
町
立
高
畠
中
学
校
）の

制
服
が
決
ま
り
ま
し
た

制
服
が
決
ま
り
ま
し
た

統
合
中
学
校（
高
畠
町
立
高
畠
中
学
校
）の

制
服
が
決
ま
り
ま
し
た

　

統
合
中
学
校
の
校
章
（
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
）
の
デ
ザ
イ
ン
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

▼
応
募
の
注
意
事
項

•
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

•
応
募
は
、
１
人
に
つ
き
１
点
の
み

と
し
ま
す
。

•
大
き
さ
は
、
10
㎝
四
方
以
内
で
作

成
し
て
く
だ
さ
い
。

•
使
用
す
る
色
は
、
３
色
以
内
（
ふ

ち
ど
り
に
使
用
す
る
色
を
除
く
）

と
し
ま
す
。

•
デ
ザ
イ
ン
の
意
味
な
ど
を
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
用
紙
設
置
場
所

　
　

応
募
用
紙
は
、高
畠
町
役
場（
町

民
課
の
窓
口
と
教
育
総
務
課
）
に

準
備
し
て
い
ま
す
。

　

高
畠
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.tow
n.takahata.yam

agata.
jp

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▼
応
募
方
法

　

郵
送
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
次
の
応
募
先

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
先

　
【
郵
送
の
場
合
】

　

〒
９
９
２

－

０
３
９
２ 

　

山
形
県
東
置
賜
郡
高
畠
町
大
字
高

畠
４
３
５
番
地

　
（
高
畠
町
中
央
公
民
館
２
階
）

　

高
畠
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

統
合
中
学
校
開
校
準
備
担
当
宛
て

　
【
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
】

　

tougou@
tow
n.takahata.yam

ag
ata.jp

（
次
の
点
に
ご
留
意
く
だ

さ
い
）

•
メ
ー
ル
本
文
に
次
の
事
項
を
必
ず

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）　

②
住
所

③
年
齢　

④
性
別　

⑤
職
業　

⑥

連
絡
先
電
話
番
号　

⑦
Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス　

⑧
デ
ザ
イ
ン
の
意
図

お
よ
び
内
容

•
図
案
は
、「JP

E
G

」
形
式
で
作

成
し
て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

•
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
応
募
の
場
合
、
当

方
の
プ
リ
ン
タ
で
出
力
し
て
選
考

に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
プ
リ
ン
タ

の
性
能
な
ど
に
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
色
調
が
表
現
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ

さ
い
。

▼
募
集
期
間

　

平
成
25
年
５
月
１
日
㈬
〜

平
成
25
年
６
月
28
日
㈮

▼
選
考
方
法

　
　

高
畠
町
教
育
委
員
会
で
審
査
し
、

最
優
秀
作
品
１
点
を
校
章
デ
ザ
イ

ン
の
候
補
に
決
定
し
ま
す
。

▼
表
彰
お
よ
び
賞
金

　
　

最
優
秀
作
品
に
は
３
万
円
相
当

の
商
品
を
贈
呈
致
し
ま
す
。

▼
応
募
作
品
の
取
扱
い

　
　

応
募
の
際
は
、
次
の
事
項
に
留

意
し
て
く
だ
さ
い
。

•
作
品
は
、
応
募
者
が
創
作
し
た
未

公
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限
り

ま
す
。

•
採
用
作
品
の
著
作
権
（
著
作
権
法

第
27
条
及
び
第
28
条
に
規
定
す
る

権
利
を
含
む
）
は
、
高
畠
町
に
帰

属
し
ま
す
。（
無
償
で
譲
与
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。）

•
応
募
作
品
は
、
応
募
内
容
の
紹
介

等
の
た
め
に
高
畠
町
が
利
用
す
る

こ
と
を
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

•
応
募
作
品
は
、
色
彩
の
変
更
を
含

め
た
補
作
や
修
正
を
行
な
う
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
承
知
く
だ
さ
い
。

•
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

•
著
作
権
に
は
十
分
に
配
慮
し
て
く

だ
さ
い
。
作
品
の
著
作
権
等
に
つ

い
て
、
第
三
者
か
ら
異
議
申
し
立

て
、
苦
情
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、

費
用
負
担
な
ど
を
含
め
て
応
募
者

が
対
処
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
ま

た
、
採
用
後
で
も
作
品
の
類
似
、

盗
作
ま
た
は
、
募
集
要
項
違
反
が

認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
採
用
を
取

り
消
す
こ
と
も
あ
り
、
違
反
作
品

に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
も
応
募
者

が
対
処
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

•
応
募
に
あ
た
り
ご
提
供
い
た
だ
き

ま
し
た
個
人
情
報
は
、
本
要
項
に

よ
る
入
選
作
品
の
発
表
の
た
め
に

の
み
使
用
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

　
　

選
考
結
果
は
、
広
報
た
か
は
た

お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
そ
の
際
に

氏
名
等
を
公
表
し
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
電
話
番
号
等

　
　

高
畠
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務

課
統
合
中
学
校
開
校
準
備
担
当

　

☎
０
２
３
８
52
３
５
２
９（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３
８
52
４
４
５
９

　

E
m
ail  tougou@

tow
n.takahata

.yam
agata.jp

　４月１日より町立和田保育園と二井宿保育園
の保育業務を社会福祉法人高畠仏教昭和会に委
託し、業務を開始いたしました。
　両保育園とも町立施設のままで、延長保育の
実施や保育士の長期雇用により、安心できる保
育の実施、地域との連携など、みなさまに親し
まれる保育園の運営に努めてまいります。

施　設　名 園　　　長　　（前職） 職員数

二 井 宿 保 育 園
髙橋真智子
（たかはたこども園園長）

３名

和 田 保 育 園
竹 田 洋 子
（たかはたこども園副園長）

１５名

保 育 業 務 委 託 に つ い て
職員体制は次のとおりです。

統
合
中
学
校
の
校
章
を
募
集
し
ま
す
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《高齢受給者証》《高齢受給者証》
満70歳になると「高齢受給者証」が交付されます。満70歳になると「高齢受給者証」が交付されます。
●国民健康保険に加入している「昭和18年５月２
日生から昭和18年６月１日生まで」の方が対象
となります。高齢受給者証は、５月下旬に送付
いたします。

●国民健康保険以外に加入されている方は、現在
　加入している健康保険より交付されます。
●「高齢受給者証」で受診した際の自己負担割合
　は、課税所得や収入金額によって異なります。
　送付された高齢受給者証をご確認ください。
●「高齢受給者証」は、必ず受診している医療機
　関にご提示ください。

《子育て支援医療証（就学前まで）》《子育て支援医療証（就学前まで）》
　今月末で更新が必要な方は、１歳児から６歳児までで
誕生日が５月２日生から６月１日生までの方です。

●持ち物／①お子さんの健康保険証
　　　　　②印鑑（スタンプ印以外）
　　　　　③扶養者の平成23年分の所得額と控除
　　　　　　額のわかる書類（平成24年1月1日に　
　　　　　高畠町に住所が無い方）

●申請受付期間／５月23日㈭～６月11日㈫

中
学
校
卒
業

中
学
校
卒
業
ま
で
ま
で
医
療
費

医
療
費
がが
無
料
無
料
に
な
り
ま
す
！

に
な
り
ま
す
！

平
成
平
成
2525
年
７
月
１
日
か
ら

年
７
月
１
日
か
ら

　

高
畠
町
で
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成
25
年
７
月
１
日
よ
り
医
療
費
助
成
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

 

高
畠
町
に
住
所
の
あ
る

　
　
　

 

中
学
校
卒
業
前
の
お
子
さ
ん

※
た
だ
し
、
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
ま
た
は
重
度
心
身
障
が
い

（
児
）者
医
療
証（
一
部
負
担
金
無
）を
お
持
ち
の
方

・
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

　

こ
れ
ま
で
は
未
就
学
児
の
み
だ
っ
た
外
来
分
の
医
療
費
助

成
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

対
象
を
拡
大
し
ま
す
。
保
険
適
用
と
な
る
医
療
費
に
つ
い
て

は
、
自
己
負
担
無
し
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
以
下
の
も
の
は
助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

１
、同
じ
病
気
で
の
重
複
受
診
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

控
え
ま
し
ょ
う

　
２
、「
か
か
り
つ
け
医
」を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
４
、お
く
す
り
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

５
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
し
ま
し
ょ
う

３
、救
急
の
場
合
を
除
き
、

　
　

平
日
の
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら
新
た
に
助
成
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
医
療
証
の
交
付
申
請
が
必
要
で

す
。

　

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
次
の
も
の
を
持
参
の
う

え
、
町
民
課
医
療
給
付
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

①
お
子
さ
ん
の
健
康
保
険
証　
　

②
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
以
外
）

※
平
成
24
年
１
月
１
日
以
降
に
高
畠
町
に
転
入
さ
れ
た
方

や
、
保
護
者
が
高
畠
町
に
住
所
を
置
い
て
い
な
い
方
は

次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

・
保
護
者
の
所
得
税
の
有
無
が
わ
か
る
書
類

（
お
子
さ
ん
の
誕
生
日
に
よ
っ
て
必
要
な
年
度
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

な
お
、
申
請
い
た
だ
い
た
方
に
つ
い
て
は

　

 

６
月
下
旬
に
医
療
証
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

対
象
と
な
る
方

①
外
来
・
入
院
の
医
療
費
の

　
　
　

自
己
負
担
分
を
全
額
助
成
し
ま
す

　

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

だ
さ
い
〉

　

予
防
接
種
、
健
康
診
断
、
薬
の
容
器
代
な
ど
各
種
医
療
保

険
の
適
用
さ
れ
な
い
も
の
、
入
院
時
の
食
事
代
、
学
校
の
管

理
下
で
の
傷
病
※　
　
　
　
　
　

※
学
校
の
管
理
下
で
の
怪
我
等
で
１
か
月
間
の
自
己
負
担
が

１
，
５
０
０
円
以
上
の
場
合
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
か
ら
「
災
害
共
済
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で

医
療
証
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

助
成
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
に
は
、
申
請
に
よ
り
医
療
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
山
形
県
内
の
医
療
機
関
で
は
、
健
康
保

険
証
と
医
療
証
の
両
方
を
提
示
す
る
こ
と
で
医
療
費
の
自
己

負
担
が
無
く
な
り
ま
す
。

（
県
外
で
受
診
し
た
場
合
は
、
医
療
機
関
へ
一
旦
支
払
っ
て

い
た
だ
い
て
か
ら
町
民
課
医
療
給
付
係
で
支
給
申
請
の
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
負
担
し
た
金
額
を
後
日
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。）

②
中
学
校
卒
業
ま
で
、

　
　
　
　
　
　

医
療
証
が
交
付
さ
れ
ま
す

医
療
費
適
正
化
に
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

医
療
費
適
正
化
に
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
は
控
え

ま
し
ょ
う
。
医
療
費
を
増
や
し
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
重

複
す
る
検
査
や
投
薬
に
よ
り
か
え
っ
て
体
に
悪
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
な
ど
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。

　
「
か
か
り
つ
け
医
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
病
歴
や
個
人
の
体

質
な
ど
を
把
握
し
て
い
る
の
で
安
心
で
す
。

　

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
「
か
か
り
つ
け
医
」
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　

複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
方
は
お
く
す
り
手
帳

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
重
複
処
方
を
避
け
た
り
、
相
互
作
用

に
よ
る
薬
の
副
作
用
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

休
日
、
夜
間
に
開
い
て
い
る
救
急
医
療
機
関
は
、
緊
急
性

の
高
い
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
も
の
で
す
。
ま
た
、

時
間
外
診
療
や
休
日
・
夜
間
の
受
診
は
割
増
料
金
と
な
り
ま
す
。

　

夜
間
に
受
診
す
る
か
迷
っ
た
時
は
「
救
急
電
話
相
談
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎

相 

談 

日
／
毎
日　
　

◎

相
談
時
間
／
19
時
〜
22
時
（
３
時
間
）

　

○
小
児
救
急
電
話
相
談
（
15
歳
未
満
対
象
）

　
　
　
　
　

☎☎
♯
８
０
０
０

　
　
　
　
　
　
（
県
内
の
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話
）

　
　
　
　

　　

☎☎
０
２
３
（
６
３
３
）
０
２
９
９

　
　
　
　
　
　
（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）

　

　

○
大
人
の
救
急
電
話
相
談
（
15
歳
未
満
の
方
を
除
く
）

　
　
　
　
　

☎☎
＃
８
５
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
内
の
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話
）

　
　
　
　
　

☎☎
０
２
３
（
６
３
３
）
０
７
９
９

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
は
、
先
発
医
薬

品
と
同
等
の
効
能
効
果
を
持
つ
医
薬
品
で
、
費
用
が
先
発
医

薬
品
よ
り
安
く
す
み
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
や
薬
局
の

薬
剤
師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
全
て
の
医
薬
品
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先
／
町
町
民
課
医
療
給
付
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
１
３
２
７
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広報たかはた　文芸広報たかはた　文芸

思いあふれる文芸の数々思いあふれる文芸の数々

広報たかはた　文芸

思いあふれる文芸の数々

最
高
賞

喜
寿
す
ぎ
て
八
十
路
米
寿
へ
欲
が
つ
き

「
喜
」　
　

二
井
宿　

御

田

俊

坊

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

平
均
寿
命
八
十
歳
台
と
い
う
驚
異

の
長
命
時
代
に
入
っ
て
い
る
。
な
ら

ば
私
も
百
歳
ま
で
と
思
う
て
も
夢
で

は
な
い
。
願
わ
く
ば
自
分
の
足
で
歩

き
生
き
て
み
た
い
と
思
う
の
は
当
た

り
前
が
夢
と
な
る
。
川
柳
と
い
う
趣

味
を
も
っ
て
が
ん
ば
ろ
う
百
歳
ま
で
。

　

佳　

作

一
番
に
ス
タ
ー
ト
日
本
ノ
ー
ベ
ル
賞 

「
ス
タ
ー
ト
」　

亀　

岡　

大

槻

京

子

　

画
期
的
な
ス
タ
ー
ト
山
中
先
生
に

拍
手
喝
采
一
日
で
も
早
い
達
成
を
期

待
し
ま
す
。

「
チ
チ
ン
プ
イ
」祖
母
の
妙
薬
す
ぐ
に
効
く 

　

  

「
効
」　

 　

夏　

刈　

竹
田
美
千
子

　

幼
い
時
に
、
今
で
こ
そ
遊
ぶ
と
こ

ろ
も
平
に
な
っ
て
い
る
が
、
砂
利
で

こ
ろ
ん
で
傷
が
つ
き
少
々
の
血
が
出

　

平
成
24
年
度
の
広
報
た
か
は
た
文
芸
欄
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
は
俳
句
１
５
９
点
、
短
歌
１
４
５
点
、
川
柳
１
２
４
点
、

詩
26
点
の
合
計
４
５
４
点
で
し
た
。
そ
の
中
か
ら
最
高
賞
と
佳
作
を
選
者
の
方
に
選
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
表
彰
式

は
６
月
２
日
㈰
に
開
催
す
る
「
投
稿
者
と
選
者
の
つ
ど
い
」
の
中
で
行
い
ま
す
。

年間賞の発表

詩

川　

柳

最
高
賞

　

「
じ
っ
ち
ゃ
ば
っ
ち
ゃ
」

相　

森　
　

山　
　

橘（
５
月
）

お
ら
え
の
ば
っ
ち
ゃ
は　

あ
る
ご
ど
ね
え
ご
ど　

す
っ
ぺ
た
こ
っ
ぺ
た
て
か
だ
り　

へ
ら
か
ら
て　

ゆ
て
歩
ぐ
も
ん
だ
が
ら　

じ
っ
ち
ゃ

ま
き
こ
き
て　

追
っ
か
け
で　

こ
っ
つ
ま
で　

あ
ぱ
と
ぱ
な
っ
て　

や
ち
ゃ
く
ち
ゃ
ね
が
っ
た
ず

お
ら
え
の
じ
っ
ち
ゃ
は　

の
さ
く
さ
て　

な
に
さ
し
ぇ
で
も
わ
が
ん
ね　

ま
ず　

ぐ
ず
ら
も
ず
ら
て　

つ
べ
ら
り
こ
べ
ら
り
ど　

し
ゃ
べ
る
も
ん
だ　

こ
の
め
も　

う
す
ら
か
す
ら
て
え
だ
ば　

く
ず
し
た
ば　

び
っ
こ
た
っ
こ
は
い
で　

ば
っ
ち
ゃ
に　

い
っ
ぺ
た
っ
ぽ　

ご
し
ゃ
が
れ
で
だ
け

橘　
　

朱　

果
・
選

髙　

橋　

勝
柳
子
・
選

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

方
言
を
使
っ
て
の
創
作
は
、
非
常

に
珍
し
く
そ
れ
だ
け
で
も
異
色
の
作

品
で
あ
る
。

ま
ず
、
方
言
と
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
音
声

的
な
特
色
に
つ
い
て
。
「
す
っ
ぺ
た

こ
っ
ぺ
た
」
「
へ
ら
か
ら
」
「
ま
き

こ
き
」
「
あ
ぱ
と
ぱ
」
「
や
ち
ゃ
く

ち
ゃ
」
「
の
さ
く
さ
」
「
ぐ
ず
ら
も

ず
ら
」
「
つ
べ
ら
り
こ
べ
ら
り
」

「
う
す
ら
か
す
ら
」
「
び
っ
こ
た
っ

こ
」
「
い
っ
ぺ
た
っ
ぽ
」
等
は
語
の

繰
り
返
し
あ
っ
て
自
然
と
リ
ズ
ム
が

醸
し
出
さ
れ
る
し
、
音
と
し
て
も
お

も
し
ろ
さ
が
あ
る
。

　

内
容
的
に
は
、
年
齢
相
応
に
認
知

が
か
っ
た
高
齢
な
夫
婦
の
や
り
と
り

で
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
か
つ
ほ
っ
こ
り
す

る
よ
う
な
温
か
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
昔

話
風
で
、
つ
い
最
近
ま
で
こ
ん
な
老
夫

婦
が
居
っ
た
よ
う
な
気
に
さ
せ
る
。
方

言
表
現
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
情
景
と
い

い
心
情
と
い
い
、
そ
の
ま
ま
伝
わ
っ
て

く
る
の
で
あ
ろ
う
。

て
泣
い
て
困
ら
せ
た
。
そ
の
際
「
チ

チ
ン
プ
イ
プ
イ
」
空
に
飛
ん
で
ゆ
け

と
呪
文
が
よ
く
効
い
た
そ
う
で
す
。

無
言
で
も
絆
深
ま
る
握
手
あ
り

　

「
握
手
」　
　

上
和
田　

大

浦

秀

一

　

黙
っ
て
い
て
す
る
握
手
、
絆
が
深

ま
り
温
か
く
な
り
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
時
の
結
び
緩ゆ
る

ま
ず
八
十
路
坂

　
「
ス
タ
ー
ト
」　

 

金　

原　

菅

野

信

一

　

結
ば
れ
て
か
ら
は
一
回
も
結
び
目

が
緩
ま
ず
に
別
れ
て
か
ら
後
ろ
を
見

れ
ば
八
十
路
が
過
ぎ
川
柳
の
趣
味
の

道
歩
む
・
・
・
。

難
関
を
突
破
合
格
歓
喜
す
る

　

「
喜
」　
　

一
本
柳　

金

子

静

香

　

進
学
就
職
の
難
関
は
年
々
厳
し
く

な
る
ば
か
り
で
緩
む
事
が
な
い
が
、

合
格
し
て
家
内
一
同
で
歓
喜
良
か
っ

た
ネ
。

※
賞
の
対
象
は
町
内
在
住
者
と
し
ま
し
た
。

　

佳　

作

「
模
様
替
え
」

一
本
柳　

正

田

清

子（
５
月
）

段
ど
り
八
ぶ　

仕
事
二
ぶ

忙
が
ず　

あ
せ
ら
ず　

間
ど
り
を
決
め
る

室
内
の
飾
り
、子
供
と
孫
の
制
作

一
口
の
お
茶
、ゆ
っ
く
り
、ゆ
っ
く
り

し
み
て
い
く

自
分
の
生
き
方
が
見
え
て
苦
笑
す
る

　
「
段
ど
り
八
ぶ　

仕
事
二
ぶ
」
こ

れ
は
明
言
。
何
ご
と
も
「
忙
が
ず　

あ
せ
ら
ず
」、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
ら

ま
ず「
一
口
の
お
茶
、ゆ
っ
く
り
ゆ
っ

く
り
」
飲
ん
で
、次
を
考
え
る
。「
自

分
の
生
き
方
が
見
え
て
苦
笑
す
る
」

ま
さ
に
老
若
男
女
い
ず
れ
に
も
当
て

は
ま
る
人
生
訓
で
あ
る
。
こ
れ
が
子

ど
も
と
孫
の
仕
事
ぶ
り
を
見
て
と
い

う
か
ら
驚
き
で
あ
る
。

「
投
稿
者
と
選
者
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
年
間
賞
を
受
賞
さ

れ
た
方
は
ご
出
席
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
こ
れ
か
ら
投
稿
し
て
み
た
い
」、「
つ
ど
い
に
興
味
が
あ

る
」
方
な
ど
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時
／
平
成
25
年
６
月
２
日(

日)

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

○
場
所
／
屋
代
地
区
公
民
館 

◆
問
合
せ
先
／
町
企
画
財
政
課

　
「
文
芸
欄
」        

☎
52
４
４
７
６

投
稿
者
と

   

選
者
の
つ
ど
い

俳　

句

　

沢
田
稲
花
先
生
が
都
合
に
よ
り
選

者
を
辞
任
さ
れ
た
為
、
中
川
寛
二
先

生
・
髙
橋
勝
柳
子
先
生
・
橘
朱
果
先

生
に
よ
る
選
考
会
で
選
定
し
ま
し

た
。

短　

歌

中　

川　

寛　

二
・
選

ミ
ン
ミ
ン
の
鳴
き
声
重
く
原
爆
忌

飯　

森　

皆

川

京

子（
８
月
）

《
選
考
会
で
の
こ
と
ば
》

　

ミ
ン
ミ
ン
の
鳴
き
声
の
重
さ
が
、

原
爆
の
心
の
傷
の
重
さ
と
重
な
り
、

さ
ら
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

佳　

作　
　
　
　
　
　
　

掲
載
順

牡ぼ
う
た
ん丹
の
夢
開
く
ご
と
満
ち
あ
ふ
る

竹　

森　

齋

藤

玲

子（
６
月
）

　

牡
丹
の
花
と
夢
が
か
け
ら
れ
、

い
っ
ぱ
い
に
咲
い
た
花
の
見
事
さ
を

う
た
っ
て
い
る
。
よ
む
程
に
深
さ
を

感
じ
る
。

最
高
賞

百ゆ

り合
園
や
巡
る
絆
の
車
椅
子

糠
野
目　

中

野　

博（
８
月
）

　

車
椅
子
に
乗
っ
て
い
る
人
と
押
し

て
い
る
人
と
の
絆
を
感
じ
る
。

梅
雨
晴
れ
間
差
木
し
て
待
つ
希
望
の
芽

福　

沢　

吉

田

三

郎（
８
月
）

　

気
温
や
湿
度
が
高
い
梅
雨
の
時
期

に
差
木
を
し
て
希
望
の
芽
を
待
つ
。

自
然
と
の
調
和
を
感
じ
る
。

掘
り
た
て
の
人
参
ガ
ブ
リ
冬
茜

一
本
柳　

佐

藤

幸

子（
12
月
）

　

秋
の
終
り
に
人
参
の
収
穫
。
そ
の

日
の
仕
事
が
終
わ
り
人
参
を
か
じ
っ

て
い
る
情
景
が
良
い
。

病
床
の
妻
と
テ
レ
ビ
で
も
み
じ
狩
り

上
和
田　

大

浦

秀

一（
12
月
）

　

夫
婦
で
一
緒
に
秋
の
景
色
を
テ
レ

ビ
で
見
て
い
る
情
景
が
感
じ
ら
れ
る
。

最
高
賞

父
さ
ん
は
こ
の
花
好
き
ね
と
娘こ

が
飾
る

　

菊
の
一
鉢
部
屋
の
明
る
く

上
和
田　

大

浦

秀

一（
４
月
）

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

父
さ
ん
が
菊
の
花
が
好
き
だ
っ
た

事
が
う
か
が
え
る
、
親
子
愛
が
感
じ

ら
れ
る
良
い
歌
で
す
。

　

佳　

作　
　
　
　
　
　
　

掲
載
順

幾
年
も
咲
き
つ
ぎ
来
た
る
久
保
桜

　

見
せ
て
あ
げ
た
き
夫
を
思
い
ぬ

　

桜
木
町　

遠

藤

和

子（
６
月
）

　

永
年
咲
き
続
け
て
き
た
大
好
き
な

久
保
桜
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
と
、
亡

き
夫
を
思
い
出
す
良
い
歌
で
す
。

つ
る
草
の
勢
い
強
く
電
柱
の

　

見
え
な
く
な
る
も
日
ご
と
近
づ
く

筋　

佐
藤
ナ
ヲ
子（
８
月
）

　

土
の
上
を
は
う
草
。
生
命
の
息
づ

く
強
さ
を
感
じ
さ
せ
、
そ
の
情
景
が

見
え
る
よ
う
な
良
い
歌
で
す
。

紺
碧
の
空
高
く
晴
れ
運
動
会

　

孫
の
走
り
に
思
わ
ず
拍
手

亀　

岡　

山
木
庄
右
エ
門（
10
月
）

　

天
気
の
良
い
運
動
会
に
来
て
、
孫

の
成
長
に
思
わ
ず
拍
手
が
で
た
。
良

い
歌
で
す
。

紅
や
黄
の
菊
花
つ
め
ば
香
り
た
つ

　

青
空
仰
ぎ
深
呼
吸
す
る

亀　

岡　

齋
藤
ユ
リ
子（
12
月
）

　

秋
の
空
を
眺
め
な
が
ら
、
香
り
豊

か
な
食
用
菊
を
摘
む
情
景
が
見
え
る

良
い
歌
で
す
。

柿
の
実
に
沢
山
の
雪
鮮
や
か
に

　

帽
子
か
む
り
し
如
く
眺
む
る

上
和
田　

佐

藤

律

子（
3・4
月
）

　

実
を
採
ら
な
い
う
ち
に
初
雪
が
か

か
っ
た
。
真
っ
白
い
帽
子
を
か
ぶ
っ

た
美
し
い
情
景
が
見
え
る
よ
う
な
良

い
歌
で
す
。
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涙
の
洪
水

夜
が
ま
だ
明
け
な
い
朝

私
の
一
日
が
ス
タ
ー
ト
す
る

外
に
出
て
み
る
と　

ま
わ
り
は

ま
っ
平
な
銀
世
界

出
か
け
る
の
は
い
や
だ
な
あ
ー
と

思
っ
て
い
た
ら

ま
っ
白
な
画
用
紙
を
配
ら
れ

何
で
も
よ
い
か
ら
描
い
て
ご
ら
ん
と

言
わ
れ
た
小
学
生
時
代
を
思
い
出
し

たこ
れ
か
ら
で
も
い
い

大
き
な
夢
を
銀
世
界
の
画
用
紙
に

描
い
て
み
よ
う
と
思
っ
た

す
る
と
、
私
の
心
は

軽
く
軽
く
な
っ
て
い
っ
た
。

（
評
）「
も
の
は
考
え
よ
う
」
と
よ
く

言
わ
れ
る
。
心
の
持
ち
方
で
変
わ
っ

て
く
る
。
年
令
に
関
係
な
く
「
こ
れ

か
ら
で
も
い
い
」
夢
を
も
っ
て
生
き

た
い
も
の
。

相　

森　
　

山

橘
　

▼
作
品
の
送
り
先
は
…
〒
９
９
２
‐
０
３
９
２ 

大
字
高
畠
４
３
６

　

町
企
画
財
政
課
「
文
芸
欄
」
ま
で
。

　
川
柳
、
俳
句
、
短
歌
部
門
は
部
門
を
明
記
の
う
え
ハ
ガ
キ
１
枚
に
。

　

詩
部
門
に
つ
い
て
は
便
箋
等
に
記
入
し
、
封
書
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

【
次
回
〆
切
り
日
】

詩
・
川
柳
と
も

平
成
25
年
５
月
31
日
㈮
ま
で

次
回
課
題
：「
芽
」

「
友
情
」

秀　

パ
チ
ン
コ
に
友
情
ほ
し
い
釘
打
ち
師　
　
　
屋
代
山
崎　

佐

藤

元

一

〃　

友
情
の
絆
は
太
し
揺
ぎ
な
し　
　
　
　
　
　

福　

沢　

山

村

和

子

〃　

友
情
が
何い

つ
し時

か
恋
愛
結
婚
し　
　
　
　
　
　

旭　

町　

川

村

祐

一

〃　

夢
に
見
る
素
敵
な
川
柳
友
情
和　
　
　
　
　

上
和
田　

佐

藤

律

子

〃　

友
情
の
激
し
く
揺
れ
る
保
証
印　
　
　
　
　

上
和
田　

鏡　

タ
カ
子

〃　

無
休
主
婦
息
抜
き
茶
友　

友
情
和　
　
　
　

上
和
田　

佐

藤

律

子

〃　

補
助
輪
を
は
ず
し
て
嬉
し
友
二
人　
　
　
　

福　

沢　

佐

藤

津

多

〃　

友
情
の
続
き
重
な
り
妻
の
座
に　
　
　
　
　

旭　

町　

川

村

祐

一

〃　

固
い
愛
友
情
絆
ど
こ
ま
で
も　
　
　
　
　
　

二
井
宿　

髙
橋
と
く
江

〃　

落
ち
込
む
で
友
の
情な

さ
け

の
暖
か
さ　
　
　
　
　

上
和
田　

大

浦

秀

一

〃　

友
情
も
絆
も
も
と
は
出
会
い
か
ら　
　
　
　

相　

森　

太

田

邦

緒

〃　

披
露
宴
友
情
の
舞
涙
酒　
　
　
　
　
　
　
　

福　

沢　

佐

藤

津

多

〃　

ほ
の
ぼ
の
と
友
情
固
く
つ
な
ぎ
合
う　
　
　

泉　

岡　

本

田

登

呂

〃　

友
情
を
通
い
合
わ
せ
て
丸
く
老
い　
　
　
　

二
井
宿　

御

田

俊

坊

〃　

苦
し
み
を
友
の
情
に
癒
や
さ
れ
て　
　
　
　

福　

沢　

山

村

和

子

〃　

は
て
し
な
い
友
情
厚
く
絆
あ
り　
　
　
　
　

泉　

岡　

本

田

登

呂

〃　

握
る
手
は
堅
く
友
情「
が
ん
ば
ん
べ
」　　
　

夏　

茂　

竹
田
美
千
子

客　

友
情
は
喜
怒
哀
楽
を
分
ち
合
い　
　
　
　
　

上
和
田　

大

浦

秀

一

〃　

友
情
の
お
陰
で
危
機
を
乗
り
越
え
て　
　
　

一
本
柳　

金

子

静

香

〃　

喜
寿
過
ぎ
て
友
情
深
く
米
寿
ま
で　
　
　
　
　

筋　
　

佐
藤
ナ
ヲ
子

〃　

ま
ほ
ろ
ば
の
絆
友
情
ノ
ー
メ
イ
ク　
　
　
　

金　

原　

菅

野

信

一

〃　

文
通
で
友
情
続
く
半
世
紀　
　
　
　
　
　
　

亀　

岡　

大

槻

京

子

人　

友
情
の
輸
血
で
命
救
わ
れ
る　
　
　
　
　
　

二
井
宿　

御

田

俊

坊

地　

友
情
を
固
く
誓
っ
て
卒
業
し　
　
　
　
　
　

一
本
柳　

金

子

静

香

天　

友
情
で
大
雪
仕
舞
あ
り
が
と
う　
　
　
　
　
屋
代
山
崎　

佐

藤

元

一

軸　

傷
口
を
癒
す
友
情
あ
た
た
か
い　
　
　
　
　

選
者
吟　

髙
橋
勝
柳
子

髙
橋

前
向
き
に上

和
田　

小
平
え
い

最
近
は

何
を
見
て
も

す
ぐ
泣
け
て
く
る
の

胸
に
込
み
上
げ
て
く
る
の
よ

感
動
が

例
え
ば

子
供
が
歌
っ
て
い
る
姿
に
も

例
え
ば

道
端
の
虫
を
見
つ
け
て
も

例
え
ば

木
の
葉
に
さ
え
も

自
然
の
営
み
が

と
て
も
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
見
え
る
の

歳
の
せ
い
？

変
で
し
ょ
？

泣
き
顔
を
見
ら
れ
な
い
よ
う
に

急
い
で
涙
を
拭
く
の

こ
う
い
う
の

何
の
病
気
っ
て
言
う
の
か
し
ら

（
評
）第
二
の
青
春
と
い
う
の
か
、さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
再
発
見
、再
体
験

す
る
時
期
が
到
来
す
る
。年
令
を
重

ね
、多
く
の
経
験
を
積
ん
で
い
る
だ

け
に
又
ひ
と
し
お
。「
例
え
ば
」の
連

用
に
リ
ズ
ム
が
あ
る
。

東
京
の
空
は
青
か
っ
た

東
京
の
空
は
澄
ん
で
い
た

た
ー
ち
ゃ
ん
の
高
畠
と
同
じ
位
澄
み

切
っ
て
い
た

懐
し
い
思
い
出
も
悲
し
い
思
い
出
も

た
ー
ち
ゃ
ん
の
置
賜
に
は
あ
っ
た
け

ど東
京
で
も
悲
し
い
思
い
出
も
懐
し
い

思
い
出
も
あ
る

東
京
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
け
れ

どた
ー
ち
ゃ
ん
の
置
賜
も
た
ー
ち
ゃ
ん

が
い
る
時
よ
り
も
変
わ
っ
た
よ

で
も
た
ー
ち
ゃ
ん
は
た
ー
ち
ゃ
ん
の

置
賜
が
好
き
だ
、愛
し
て
い
る

変
わ
ら
な
い
で
い
て
欲
し
い
と
こ
ろ

も
あ
る

マ
マ
も
た
ー
ち
ゃ
ん
位
置
賜
を
愛
し

て
い
る
よ

悲
し
い
思
い
出
と
懐
し
い
思
い
出
が

詰
っ
た
置
賜
を

東
京
の
空
を
見
て
想
う

（
評
）た
っ
ち
ゃ
ん
て
誰
な
の
だ
ろ
う
。

甥
か
姪
か
、
そ
れ
と
も
幼
な
馴
染
み

か
。
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
共
有
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
い
い
。

東
京
の
空
は

東
京
都
北
区　

神
尾
高
恵

（
高
畠
町
出
身
）

緑の季節にサイクリング♪
　４月21日㈰、春の観光シーズンを前に、レンタサイ
クルオープン式が関係者・利用者らが参加して太陽館
ふれあい通路で開かれました（写真左上）。また続けて、
太陽館駐輪場に設置された防犯カメラの運用開始式が
行われました（写真右下）。
　これからの新緑の季節、サイクリング、ウォーキング
と「まほろばの緑道」を利用する人が増えています。み
なさんも出かけてみてはいかがでしょうか。

たかはたブランドが26品に

　２月26日㈫開催された、たかはたブランド審査会
において、高畠ワイン㈱の「さくらんぼワイン」と「ラ・
フランスワイン」の２商品が新規に認証され、３月
12日㈪、たかはたブランド認証証書交付式が執り行
われました。

新たにスタート！中学生活
　４月８日㈪、町内の各中学校で入学式が行われ、今
年度は248人の新入生が入学しました。
　第一中学校では101人、第四中学校では59人の真新
しい制服に身を包んだ新入生が入学し、先生や保護者、
上級生らが見守る中、勉強や部活動など希望と期待を
胸に新しい学校生活のスタートを切りました。

四中四中

四中四中

一中一中

一中一中

ホルスタインショウ

　４月18日㈭、置賜家畜市場で第41回山形県ホ
ルスタインスプリングショウが開催されました。
　今回のスプリングショウは審査員に海外からレ
ベッカ・マストさんを迎えて行われ、乳牛の体形
や歩き方などについて審査していました。

四中四中一中一中

ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ
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町
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
す
。

今
年
度
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対　

象

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
ま
た
は
見
込

み
の
方

②
Ｊ-

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
補
助
金
を
受
け
、
平
成

25
年
度
に
着
工
し
、
工
事
完
了
で
き
る

方
③
平
成
25
年
度
中
に
電
力
会
社
と
太
陽
光

受
給
契
約
を
締
結
す
る
方

補
助
金
の
額

　

発
電
装
置
の
最
大
出
力

　
　

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り　

３
万
円

　
　

上　

限　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

対　

象

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
ま
た
は
見
込
み
の
方

②
平
成
25
年
度
に
住
宅
用
と
し
て
自
宅
等
に
太

陽
熱
温
水
器
ま
た
は
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

を
新
た
に
設
置
す
る（
し
た
）方

③
集
熱
面
積

　
　

太
陽
熱
温
水
器　
　
　
　
　

５
㎡
以
下

　
　

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム　
　
　

10
㎡
以
下

補
助
金
の
額

○
太
陽
熱
温
水
器

　
　
　

１
㎡
あ
た
り　
　
　
　
　
　

１
万
円

　
　
　

上　

限　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

○
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム　

　
　
　

１
㎡
あ
た
り　
　
　
　
　
　

２
万
円

　
　
　

上　

限　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

対　

象

　

平
成
25
年
度
に
、
町
内
の
住
宅
や
事

業
所
、
農
業
施
設
等
に
お
い
て
薪
ス

ト
ー
ブ
又
は
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
設

置
す
る（
し
た
）方

補
助
金
の
額

○
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

　
　

設
置
す
る
経
費
の　
　

５
分
の
１

　
　

上　

限　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

○
薪
ス
ト
ー
ブ

　
　

設
置
す
る
経
費
の　
　

３
分
の
１

　
　

上　

限　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
助
成
し
ま
す

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
助
成
し
ま
す
!!!!

　　

▼▼
申
込
・
問
合
せ
先
／

申
込
・
問
合
せ
先
／

　

町
生
活
環
境
課
環
境
係

　

町
生
活
環
境
課
環
境
係

　
　
　
　
　
　

☎
52
１
２
１
５

　
　
　
　
　
　

☎
52
１
２
１
５

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

FAXFAX
52
１
５
４
３

52
１
５
４
３

　

太
陽
光
発
電
・
太
陽
熱
温
水
シ

ス
テ
ム
補
助
金
に
関
し
て
は
「
事

前
協
議
書
」
を
、
薪
・
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
の
補
助
金
に
関
し
て
は

「
交
付
申
請
書
」
と
「
見
積
書
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

予
算
の
範
囲
内
で
、
先
着
順
で

受
け
付
け
ま
す
。

・
申
込
書
類
は
、
生
活
環
境
課
窓

口
ま
た
は
、
高
畠
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
環
境
自
然
↓
補
助
金
）

●

５
月
15
日
〜
受
付
開
始

申
　

込
　

み

申
　

込
　

み

   

太陽光発電太陽光発電
その１その１

その３その３

その２その２

太陽熱太陽熱
　 温水器　 温水器

ペレットストーブペレットストーブ
　 　薪ストーブ　 　薪ストーブ

　

公
共
施
設
等
の
駐
車
場
に
自
動

車
が
長
期
間
放
置
さ
れ
、
対
応
に

苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。
４
月
１
日

か
ら
「
高
畠
町
放
置
自
動
車
の
発

生
の
防
止
及
び
適
正
な
処
理
に
関

す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
特
に
下
記
の
点
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◎
自
動
車
を
適
正
に
保
管
し
、
み

だ
り
に
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

◎
放
置
自
動
車
と
認
め
ら
れ
た
場

合
は
、
条
例
に
則
り
処
分
し
ま

す
。

※
太
陽
館
駐
車
場
に
７
日
間
を
超

え
て
駐
車
す
る
場
合
は
、
事
前

の
届
け
出
が
必
要
で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
（
詳
し
く
は
町

観
光
協
会
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
）。

自動車は
適正に保管を！

　

む
や
み
に
犬
の
フ
ン
を
放
置
し
て
捨
て
る
の
は
、

軽
犯
罪
法
に
違
反
す
る
行
為
で
す
。

※
軽
犯
罪
法
…
「
公
共
の
利
益
に
反
し
て
み
だ
り
に
ご
み
、
鳥

獣
の
死
体
そ
の
他
の
汚
物
又
は
廃
物
を
捨
て
た
者
は
、
１
日

以
上
30
日
未
満
の
拘
留
も
し
く
は
１
千
円
以
上
１
万
円
未
満

の
科
料
に
処
す
。」（
法
１
条
27
号
）

　

ふ
ん
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

ふ
ん
は
移
植
ベ
ラ
で
土
の
中
に
埋
め
て
も
、
な
か
な
か
堆
肥

に
な
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
場
所
で
も
誰
か
の
手
に
よ
っ
て
き
れ

い
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
の
と
き
は
、
袋
を
忘
れ
ず
に

持
ち
、
ふ
ん
は
き
ち
ん
と
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

◇動物の本能、習性及び生理をよく理解
して飼う

◇犬や猫の繁殖制限に努める

◇生活環境を害することのないよう責任
をもつ

◇放し飼いはしない

◇動物の所有者を明らかにするよう鑑札
を着用する

◇ふんは持ち帰る

◇最後まで責任をもって飼う

《これだけは守りたい
飼い主の義務》

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る

方
へ
お
願
い

◆狂犬病予防注射代／３，１００円（当日持参）
◆新 規 登 録／印鑑と登録料　３，０００円（当日持参）
◆問 合 せ 先／町生活環境課　☎（５２）１２１５

◆狂犬病予防注射日程

期　　　　日 時　　　　間 場　　　　所

５月１３日（月）
1 0 : 0 0 ～ 1 1 : 0 0 二 井 宿 地 区 公 民 館 前

1 3 : 3 0 ～ 1 5 : 0 0 屋 代 地 区 公 民 館 前

５月１４日（火） 1 3 : 3 0 ～ 1 4 : 3 0 多 目 的 広 場（ 旧 病 院 ）

５月１５日（水） 9 : 3 0 ～ 1 1 : 0 0 糠 野 目 生 涯 学 習 館 前

５月１６日（木）
1 0 : 0 0 ～ 1 1 : 3 0 和 田 地 区 公 民 館 前

1 3 : 3 0 ～ 1 4 : 3 0 亀 岡 地 区 公 民 館 前

６月　２日（日） 9 : 3 0 ～ 1 0 : 3 0 中 央 公 民 館 前

犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録
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税
５
月
は
納
税
強
化
月
間
で
す

税
平
成
24
年
度
課
税
の
町
税
・
国
保
税
で

　

納
め
忘
れ
や
未
納
の
あ
る
方
は
至
急
納
付
願
い
ま
す
。

▲

問
合
せ
先
／
町
税
務
課
収
納
管
理
係
☎
52
２
０
５
４

町
税
等
の

　
　

納
付
は

な
口
座
振
替
で
！

安
全

安
心

便
利

※
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
町
内
の
金
融
機
関
ま
で

（
口
座
振
替
日
は
各
納
期
限
日
に
な
り
ま
す
の
で
、 

口
座
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

　

町
税
お
よ
び
国
保
税
は
、
高
畠
町
の
財
政
運
営
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
医
療
費
に
使
わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。
こ
れ
ら
の

税
は
、
町
民
の
皆
様
の
生
活
を
守
る
た
め
の
重
要
な
財
源
で
あ
り
ま

す
の
で
、
納
め
忘
れ
や
未
納
の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　平成25年度の固定資産税・都市計画税の納税通知書および納付書を５月８日ごろに発送いたしますの
で、お知らせいたします。納税通知書には、土地や家屋の物件ごとの所在地、評価額、課税標準額等が記
載された「課税明細書」を添付していますので、内容をご確認のうえ納期限内に納付くださいますようお
願いいたします。
　５月下旬になっても納税通知書が到着していない場合は、お早めに税務課資産税係までご連絡ください。
　なお、今年度は次の点を変更いたしました。
　①納税通知書及び納付書の様式を変更いたしました。通知内容等に変更はありません。
　②コンビニエンスストアでも納税することができるようになりました。

期　別 納期限および口座振替日 期　別 納期限および口座振替日
第１期 ５月31日㈮ 第３期 ９月30日㈪

第２期 ７月31日㈬ 第４期 12月２日㈪

平成25年度　固定資産税・都市計画税の納期および口座振替日

固定資産税の納税通知書および納付書の発送日のお知らせ固定資産税の納税通知書および納付書の発送日のお知らせ

▶問合せ先／町税務課資産税係 　☎（52）２０７８

滞納the滞納tthehe
税

町
税
務
課
で
は
納
税
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
処
理
を
行
っ
て
い
る
置
賜
広

域
行
政
事
務
組
合
で
、
子
育
て
を
支

援
す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
も
指
定

ご
み
袋
の
引
換
券
を
無
料
配
布
し
ま

す
。

▼
対
象
世
帯
／
高
畠
町
に
住
民
登
録

し
て
い
る
お
子
さ
ん
（
誕
生
日
が

平
成
23
年
4
月
2
日
以
降
）
が
い

る
ご
家
庭

▼
配 

布 

物
／
指
定
可
燃
ご
み
袋（
大
）

の
引
換
券
（
お
子
さ
ん
一
人
あ
た

り
年
間
30
枚
）

▼
配
布
方
法
／
①
誕
生
日
が
平
成
25

年
4
月
2
日
以
降
の
お
子
さ
ん
：

出
生
届
出
時
に
配
布

　

②
誕
生
日
が
平
成
23
年
4
月
2
日

〜
平
成
25
年
4
月
1
日
の
お
子
さ

ん
：
郵
送
（
５
月
中
旬
予
定
）

　

③
転
入
者
：
平
成
25
年
4
月
1
日

以
降
に
置
賜
地
域
圏
外
か
ら
転
入

し
た
場
合
、
郵
送
（
随
時
）

▼
引
換
方
法
／
引
換
券
に
記
載
の
発

行
日
か
ら
３
か
月
以
内
に
登
録
店

で
商
品
と
引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

登
録
店
リ
ス
ト
は
引
換
券
に
同

封
し
ま
す
。

※
再
発
行
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
無
く

さ
な
い
よ
う
早
め
に
引
き
換
え
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
引
換
券
交
付
／
町
生
活
環
境
課 

☎
52
１
５
９
６

▼
問
合
せ
先
／
置
賜
広
域
行
政
事
務

組
合　
　
　
　
　

☎
23
３
２
４
６

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
法
律
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。

▼
不
法
投
棄
１
１
０
番
電
話
（
強
化
月
間
中
の
み
で
な
く
、
常
時
開
設
）

置
賜
総
合
支
庁
環
境
課
内　
　

☎
26
６
０
３
４

▼
高
畠
町
不
法
投
棄
窓
口生

活
環
境
課
環
境
係　
　
　
　

☎
52
１
５
９
６

５
月
は
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
で
す

町内の道路側溝汚泥の
放射線検査の結果について

放射性物質の測定結果が上記の通り「放射性物質汚染対処措置法」に基づく指定廃棄物の基準である
8,000Bq（ベクレル：セシウム合計 134+137）[ 山形県内で被災地から受け入れる場合の基準は 1/2 で
ある 4,000 ベクレル ] を大きく下回る結果であったため、これまで通り最終処分場（浅川）において埋
立処分ができることになりました。

１．測 定 方 法　　「廃棄物関係ガイドライン　平成 23年 12 月（環境省）」に準拠
２．測 定 機 器　　ゲルマニウム半導体検出器
３．汚泥採取日　　平成 25年３月 21 日

４．調 査 結 果

調　査　箇　所 調 査 方 法

分　　　　析　　　　結　　　　果

放　射　性

ヨ　ウ　素

放　射　性

セシウム 134

放　射　性

セシウム 137

放　射　性
セ シ ウ ム
計

平成 24年度
放　射　性
セ シ ウ ム
計

高 畠 地 区

各地区２か

所から採取

し、混合し

て１検体と

した

未 検 出 410 7 4 0 1 , 1 5 0 1 , 0 7 0

二 井 宿 地 区 未 検 出 220 4 4 0 6 6 0 6 5 0

屋 代 地 区 未 検 出 340 7 2 0 1 , 0 6 0 1 , 2 8 0

亀 岡 地 区 未 検 出 91 1 8 1 2 7 2 7 4 0

和 田 地 区 未 検 出 130 2 6 0 3 9 0 8 7 0

糠 野 目 地 区 未 検 出 250 4 2 0 6 7 0 6 7 0

（単位：Bｑ（ベクレル）／ kg（キログラム））

子
育
て
支
援
「
指
定
ご
み
袋
」

子
育
て
支
援
「
指
定
ご
み
袋
」
のの

引
換
券
を
無
料
配
布

引
換
券
を
無
料
配
布

子
育
て
支
援
「
指
定
ご
み
袋
」
の

引
換
券
を
無
料
配
布
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やきとり店経営者募集

やきとり大吉高畠店
（年齢満20歳以上）

☎0238-52-5551

広告

24 公益社団法人 東置賜シルバー人材センター
働く意欲ある60歳以上の高年齢者!!

お気軽に入会のご相談ください…
本所 高畠町高畠1058番地  電話　52－1448
支所 川西町中小松2240番地2  電話　42－3845

会  員  募  集会  員  募  集

定
例
監
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

監
査
の
種
類

　

監
査
の
種
類

　

監
査
委
員

　

監
査
委
員

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項
お

よ
び
高
畠
町
監
査
委
員
条
例
第
３
条
第

１
項
の
規
定
に
基
づ
く
定
例
監
査

　

髙
橋
正
壽　

武
田
正
德　

　

監
査
の
対
象
と
な
っ
た
財
務
に
関

す
る
事
務
の
執
行
お
よ
び
経
営
に
係

る
事
業
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
、
関

係
書
類
等
の
提
出
を
求
め
、
調
査
お

よ
び
事
情
聴
取
を
行
い
、
ま
た
必
要

に
応
じ
関
係
職
員
よ
り
説
明
を
聴
取

し
質
疑
応
答
を
行
い
監
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

  

法
令
お
よ
び
年
間
監
査
計
画
に
基

づ
き
、
監
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

監
査
の
手
続

　

監
査
の
手
続

　

監
査
の
期
間

　

監
査
の
期
間

　

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
25

年
３
月
27
日
ま
で

　

平
成
24
年
度
に
お
け
る
町
の
財
務

に
関
す
る
事
務
の
執
行
お
よ
び
経
営

に
係
る
事
業
の
管
理
が
適
正
に
行
わ

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
実
施
し
、
特

に
支
出
事
務
の
適
正
性
に
つ
い
て
検

証
し
ま
し
た
。

　

監
査
の
結
果
、
対
象
と
な
っ
た
事

務
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
指
摘
と
す
る
事
項
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
の
と
お
り
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

①
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
な
が

ら
、
平
成
24
年
度
施
政
方
針
に
基

づ
き
、
町
民
付
託
に
応
え
て
事
務

事
業
の
取
組
み
を
行
い
、
適
時
適

切
な
町
民
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

②
契
約
事
務
に
お
い
て
は
、
そ
の
手

続
き
の
透
明
性
を
保
持
し
、
町
民

に
対
し
説
明
責
任
が
果
た
せ
る
事

務
執
行
を
行
い
、
町
民
の
期
待
と

行
政
に
対
す
る
信
頼
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
願
う
も
の
で
あ
る
。

③
委
託
事
務
に
お
い
て
は
、
委
託
内

容
や
相
手
方
の
選
定
、
委
託
料
の

算
定
根
拠
に
留
意
し
、
ま
た
、
履

行
の
確
認
が
適
正
に
な
さ
れ
る
よ

う
に
さ
れ
た
い
。

④
予
算
執
行
の
事
務
手
続
き
に
お
い

て
は
、
支
出
負
担
行
為
の
決
裁
区

分
の
遵
守
お
よ
び
各
審
査
者
の
自

ら
の
役
割
を
理
解
し
、
内
容
の
審

査
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
留
意

さ
れ
た
い
。

⑤
職
員
に
事
務
の
適
正
化
や
効
率
化

の
た
め
の
具
体
的
な
指
導
を
行

い
、
意
識
改
革
と
職
務
能
力
の
向

上
を
図
り
、
高
い
倫
理
観
を
持
っ

た
職
員
の
育
成
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

監
査
の
対
象
お
よ
び
結
果

　

監
査
の
対
象
お
よ
び
結
果

自動車の税納期限は５月31日㈮です！自動車の税納期限は５月31日㈮です！
平成25年度 自動車税（県税）の納税平成25年度 自動車税（県税）の納税

　お近くの金融機関、郵便局、各総合支庁税務担当課、コンビニエンスストアのほか、
今年度からインターネットを利用してクレジットカードでも納めることができます。
　みなさん、忘れずに期限まで納めましょう。

▶問合せ先／置賜総合支庁税務課　☎（26）６０１４

図書館図書館に行かなくちゃ！に行かなくちゃ！Books 高畠町立図書館☎（52）４４９３

５月の企画展
　今年は、浜田広介生誕 120年の記念年です。
　ひろすけ童話をはじめ、日本児童文学者たちの作品を紹介します。

５月の開館日
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

は休館日
▶開館時間／
　火曜日～金曜日　９時～ 19時
　土・日・祝日　　９時～ 17時

◇光圀伝　　　　　　　　　  冲方 丁／角川書店
◇晴天の迷いクジラ　　　     　窪 真澄／新潮社
◇たったひとり　　　 　　 　乾 ルカ／文藝春秋
◇できた！電気代600円生活

はら みずほ／北海道新聞社
◇農業に正義あり　  　　　石堂 徹生／現代書館

ツリー　（上）（下）
高橋 克彦　双葉社

　ある新人賞に驚異的な小説が応募され、書評家
の私は、連絡のつかない作者・風森大樹を捜すこ
とになった。本籍地の青森に行くも、行方が知れ
ない中、手伝いをしてくれた若者が不審な死を遂
げ…。『小説推理』連載を単行本化。

あそびたい　もの　よっといで
あまんきみこ　すずき出版

　春の野原で、なわとびのひもを拾ったこぐまく
ん。「ぼくもとべるかな ?」と、きのう見た女の
子の真似をしてなわとびの練習をしているところ
に、女の子が。逃げ出したこぐまくんだけど…。

新着図書の新着図書の
お知らせお知らせ

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

広介と児童文学

◇こぶたのかばん　　  　佐々木 マキ／金の星社
◇ 100グラムのいのち　    太田 京子／岩崎書店
◇読む知る話す　ほんとうにあったお話
　　　　　　　　　　　　１年～６年生／講談社
◇ことばの力②ぐっとくる文学のセリフ101　　
　　　　　　　　　　　　　　　　／すずき出版
◇子ども版将棋のルールを覚えた次に読む本　
　　　　　　　　　　　　　  青野 照市／創元社

浜田広介記念館　５月の予定浜田広介記念館　５月の予定
昔がたり　～まほろば語り部の会～
　▶日時／５月３日㈮　11時～・14時30分～
　　　　　５月19日㈰　13時～15時
　▶場所／ひろすけ生家
　▶内容／昔ばなし・ひろすけ童話の読み聞かせ

山中三平写真展　「記念館の四季」
　▶期間／５月30日㈭まで
　▶場所／浜田広介記念館廊下ギャラリー
　※入館券が必要です。

▶問合せ先／浜田広介記念館☎（52）３８３８
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コピー機コピー機パソコンパソコン
プリンタープリンター

その他ОＡ機器その他ОＡ機器 オフィス家具オフィス家具

しほ 薬 局
営業時間
平日AM9:00～PM6:30
土曜AM9:00～PM4:00

高畠町泉岡426-1
（文化ホールまほら向い）

☎５２－４０８１
℻  ５２－４８８８

●処方せん調剤
●一般用医薬品
●漢方薬
●動物用医薬品

子育て通信子育て通信
高畠町子育て支援センター高畠町子育て支援センター

▼
問
合
せ
先
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

☎
51
０
３
５
０

あ
ん
な
こ
と
♩
こ
ん
な
こ
と
♪

　

楽
し
い
こ
と
が
い
〜
っ
ぱ
い
♬

花々
の
芽
が
い
っ
せ
い

に
顔
を
だ
し
、
や
わ

ら
か
い
日
差
し
が
心
地
よ
い

季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

心
も
体
も
う
き
う
き
わ
く

わ
く
、
活
動
す
る
に
は
い
い

季
節
で
す
ね
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
は
広
い
プ

レ
イ
ス
ペ
ー
ス
に
滑
り
台
や

ボ
ー
ル
プ
ー
ル
、
絵
本
や
キ
ッ
チ
ン

コ
ー
ナ
ー
な
ど
様
々
な
遊
具
、
お
も

ち
ゃ
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
芝
生
ス

ペ
ー
ス
も
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、

天
気
の
良
い
日
は
外
遊
び
も
楽
し
め

ま
す
よ
。
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。

　

お
子
さ
ん
の
元
気
な
笑
い
声
と
お

家
の
方
の
や
さ
し
い
笑
顔
が
い
っ
ぱ

い
の
広
場
に
な
る
よ
う
に
、
今
年
度

も
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

さ
て
、
５
月
の
育
児
講
座
は
お
や

つ
作
り
を
し
ま
す
。

　

「
毎
日
、
お
や
つ
は
お
菓
子
！
」

と
い
う
お
子
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
か
？

小
さ
い
頃
の
お
や
つ
は
４
番
目
の
食

事
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
事
で
取

り
き
れ
な
い
栄
養
を
補
う
た
め
に
必

要
な
物
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
親
子
で
お
や
つ
作
り

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
親
子
で

つ
く
る
楽
し
さ
を
、
ぜ
ひ
体
験
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
日
程

は
次
の
通
り
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

育
児
講
座
は
申
し
込
み
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
育
児
講
座　

※
要
事
前
申
込

〝
親
子
で
つ
く
ろ
う
！

お
い
し
い
お
や
つ
〞

　

手
作
り
お
や
つ
に
挑
戦
し
て
み
よ

う
！

▼
期
日
／
５
月
18
日
㈯

▼
時
間
／
９
時
40
分
〜
11
時
40
分

▼
場
所
／
高
畠
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

調
理
室

▼
講
師
／
高
畠
地
区

　
　
　
　

食
生
活
推
進
連
絡
協
議
会

　
　
　
　

会
長　

菅
野　

征
子　

氏

「ふるさと納税」にご協力ありがとうございます「ふるさと納税」にご協力ありがとうございます
　「ふるさと納税」は、みなさまからのふるさとを応援したい、何かした
い、という想いを寄附金という形で実現できる制度です。
　平成24年度の高畠町に対する「ふるさと納税」は、高畠町に縁のある
方などから、25件、490,100円の寄附がありました。
　いただいた寄附金は、まちづくりの財源として大切に活用させてい
ただきます。

【内訳】
◇福祉分野　１件
◇教育分野　１件
◇環境分野　３件
◇一　　般　20件
　合　　計　25件

120,000円
100,000円
127,000円
143,100円
490,100円▶問合せ先／町企画財政課企画調整係☎（52）１１１２

▶
親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

▶
親
子
で
作
る
と
お
い
し
い
よ
☆

　高畠町内で重大事故が高畠町内で重大事故が

発生しています。発生しています。

　　車の運転は前を見て車の運転は前を見て

「運転に集中」しましょう。「運転に集中」しましょう。

発生件数（増減） 死者数（増減） 負傷者数（増減）

高畠町 50（＋５） １（±０） 61（＋３）

南陽市 47（－16） ０（±０） 66（－16）

　　　※増減は前年同時期との比較です

平成25年３月31日現在の交通事故発生状況

山形県交通安全県民運動
　「やさしさを のせて走ろう 山形路」

青
あおき

木 悠
はる と

翔 くん
平成24年４月23日生（館の内）

くるまだいすき !!くるまだいすき !!
　おねぇちゃんだーいすき♥　おねぇちゃんだーいすき♥

鈴木 里奈 ちゃん
平成24年５月18日生（下和田北）
☆おさんぽ大好き☆☆おさんぽ大好き☆

土
つちや

屋 大
たい が

雅 くん
平成24年５月８日生（高安）
食べるの大好き (^^)食べるの大好き (^^)

未
来
っ
子
登
場

未
来
っ
子
登
場佐

さ さ

々 心
ここ み

美 ちゃん
平成24年５月１日生（若葉平）
我が家のアイドル♡我が家のアイドル♡

岩
いわさき

崎 文
も ね

音 ちゃん
平成24年５月21日生（上山崎）
笑顔がキュート♡笑顔がキュート♡
リトルプリンセス♥リトルプリンセス♥

髙
たかはし

橋 蒼
そうすけ

介 くん
平成24年５月４日生（上和田）
オフロダイスキー♥オフロダイスキー♥

満
１
歳
に
な
る

　
　
　

お
子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す

　

６
月
号
に
掲
載
す
る
の
は
、平
成
24
年
６
月
中
に
生
ま
れ
た

町
内
在
住
の
お
子
さ
ん
で
す
。

♪
申
込
締
切
／
５
月
16
日
㈭

♪
申
込
先
／
町
企
画
財
政
課
広
聴
広
報
係
☎（
52
）４
４
７
６

♪
申
込
書
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
写
真
を
持
参
の
う
え
町
企

　

画
財
政
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
現
像
済
み
写
真
・
デ
ー

　

タ
共
に
可
能
で
す
。

Childreh ld n

　

平
成
平
成
2424
年
４
月
〜
５
月
生
ま
れ

年
４
月
〜
５
月
生
ま
れ

日本赤十字社募金日本赤十字社募金
　東日本大震災義援金の御礼　東日本大震災義援金の御礼

　平成24年度に町民のみなさまから寄せられた日
本赤十字社募金（社費）は4,172,300円（5,914件）
でした。
　社費は日本赤十字社山形県支部へ送金後、国内外
の災害、献血事業、救急法講習会等の資金として活
用させていただきました。ご協力誠にありがとうご
ざいました。本年度もよろしくお願いいたします。
　また、「東日本大震災義援金」につきましては、
みなさまの善意により４月１日現在、9,681,410円
（375件、町内受付分）の義援金をいただいており
ます。この場をお借りし御礼申し上げます。義援金
は平成 26年３月31日まで受付を行っておりますの
で、引き続きよろしくお願いいたします。
▶事務局／町福祉課地域福祉係☎（52）３５６４
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株式会社株式会社  菅野実務研究所菅野実務研究所
山形県東置賜郡高畠町大字高畠 522-3山形県東置賜郡高畠町大字高畠 522-3
TELTEL  52-413352-4133

不動産を科学する不動産を科学する
宅地建物取引業許可／山形県（10）1037

シンフォニー
Gシリーズ登場！本体価格 1,410万円～

カンノジツム 検索

雪下ろしのいらない「インサイダー無落
融雪建築工法」（特許公開中）と省エネの
「地温空調システム工法」（特許申請中）に
よるエコで快適な高断熱住宅です。

げんき館げんき館からのからのお知らせお知らせげんき館からのお知らせ
▶問合せ先／町健康推進課（げんき館内）　☎（52）５０４５

   休日診療所からのお知らせ!!

期　日 当番医氏名 電話番号 受付時間

５月12日㈰ 相　田　睦　武

0238（40）3456 ８時45分～11時45分
13時～16時30分

５月19日㈰ 宮　田　禮　輔

５月29日㈰ 金　子　　誠　

６月２日㈰ 松　橋　孝　明

６月９日㈰ 石　井　孝　徳

　◇南陽東置賜休日診療所当番医　（南陽市椚塚420‐7）

5 月の乳幼児健診・健康相談事業日程5月の乳幼児健診・健康相談事業日程
健診・健康相談 実施月日 受付時間 対象児生年月日

４ か 月 児 健 診 ５月29日㈬ 13時までおいでください 平成25年１月生

モグモグぐんぐん離乳食・育児相談 ５月14日㈫ ９時15分～９時30分 平成24年９・10月生

す く す く 育 児 相 談 ５月21日㈫ ９時～個別案内 平成24年５月生

１ 歳 ６ か 月 児 健 診
５月15日㈬

13時～ 13時 15分

平成23年９月生

３ 歳 児 歯 科 健 康 相 談 平成22年４月生

２ 歳 ６ か 月 児 歯 科 健 診 ５月23日㈭ 平成22年10・11月生

２ 歳 児 歯 科 健 康 相 談
５月17日㈮

平成23年４月生

３ 歳 ６ か 月 児 健 診 平成21年10月生

これならできる!!

月１回の「健康運動講座」
～５月の参加者を～５月の参加者を
           募集します～           募集します～

▶期　日／５月20日㈪
▶時　間／午前10時～11時30分
▶会　場／健康管理施設「げんき館」
▶内　容／軽運動（ストレッチやリズム体操など）
▶参加要件／おおむね75才まで
▶参加費／無料
▶持ち物／内ズック・飲み物
　　　　　動きやすい服装でお越しください。
▶定　員／申込先着30名
▶申込先／町健康推進課健康増進係

☎（52）５０４５

平成平成2525年年４４月から月からBCGBCGの予防接種が変わりました。の予防接種が変わりました。

◆標準接種期間◆　
　生後 5か月に達した時から生後８か月に達するまでの期間
　　　　　　　　　　（最大1歳の誕生日前日まで接種可能）になりました

　これまで生後６か月未満とされた対象年齢が「１歳未満」に引き上げられ、
標準な接種期間が「生後５か月から８か月に達するまで」となります。

◎ほかの予防接種との接種間隔に気を付けましょう。

一生に一度の結核の予防接種。

お子さんを結核から守るために５か月になったら必ず接種しましょう。

27日以上あける

６日以上あける

生ワクチン

不活化ワクチン

BCG
麻しん・風しん混合ワクチン（MR）

・生ワクチン
・不活化ワクチン

・生ワクチン
・不活化ワクチンジフテリア・破傷風・百日咳・不活化ポリオ（DPT-IPV）

日本脳炎・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌

乳幼児予防接種のお知らせ乳幼児予防接種のお知らせ
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(  050-3385-2879)

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

お
知
ら
せ

５
月
は
水
防
月
間
で
す

▼
期
間
／
５
月
１
日
㈬
か
ら
５
月
31

　

日
㈮

▼
運
動
の
テ
ー
マ
／

『
洪
水
か
ら
守
ろ
う
み
ん
な
の
地
域
』

【
月
間
の
重
点
】

○
水
防
の
重
要
性
の
普
及
と
水
防
演

　

習
の
実
施

○
水
防
体
制
の
強
化

○
河
川
管
理
施
設
等
の
巡
視
、
点
検

　

お
よ
び
整
備
等

催　

し

高
畠
駅
前
通
り

道
路
完
成
イ
ベ
ン
ト

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
が
や
っ
て
く
る
！

　

多
彩
な
催
し
で
み
な
さ
ま
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
特
設
会
場
先
着

１
０
０
人
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

▼
日
時
／
５
月
６
日
㉁
10
時
〜
16
時

▼
会
場
／
ス
ー
パ
ー
さ
い
と
う
駐
車

　

場
特
設
会
場

▼
催
し
／
金
魚
す
く
い
・
フ
リ
ー
マ

　

ー
ケ
ッ
ト
・
大
抽
選
会
・
特
別
出

　

演
「
沖
縄
民
族
舞
踊
」

▼
主
催
／
高
畠
駅
前
通
り
振
興
会

▼
問
合
せ
先
／
高
畠
駅
前
通
り
振
興

　

会
長　

細
谷　
　

☎
57
３
３
３
６

チ
ャ
リ
テ
ィ
茶
会
と

バ
ザ
ー
を
開
催

▼
日
時
／
６
月
２
日
㈰
10
時
30
分
〜

▼
会
場
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

▼
内
容
／
お
茶
会
（
抹
茶
席
・
紅
茶

　

席
・
香
煎
席
）
、
手
作
り
コ
ー
ナ
ー

　

（
ジ
ャ
ム
・
お
菓
子
等
）
、
農
産

　

物
コ
ー
ナ
ー
他

▼
収
益
金
は
高
畠
町
の
福
祉
の
た
め

　

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
高
畠
第
15
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
実

行
委
員
長　

杉
森　

☎
57
２
１
２
６

裁
判
所
見
学
会
の
開
催

▼
日
時
／
５
月
13
日
㈪
13
時
10
分
〜

　

16
時

置
賜
学
院
施
設
見
学
会

▼
日
時
／
①
６
月
19
㈬
②
７
月
３
日

　

㈬
共
に
13
時
15
分
〜
15
時

▼
内
容
／
少
年
院
の
教
育
活
動
の
紹

　

介
。
施
設
内
写
真
撮
影
不
可
。

※
電
話
に
よ
る
事
前
申
込
み
が
必
要

　

で
す
。

▼
定
員
／
20
人

▼
申
込
締
切
／
６
月
14
日
㈮

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
置
賜
学
院　

☎
37
４
０
４
０

第
28
回
山
形
県
支
部

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
展
示
会

　

両
日
と
も
、先
着
１
０
０
人
に「
緑

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」が
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
／
５
月
18
日
㈯
９
時
〜
17
時

　

・
５
月
19
日
㈰
９
時
〜
16
時

▼
会
場
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

▼
問
合
せ
先
／
事
務
局　

石
川

　

☎
０
９
０（
４
５
５
８
）６
５
７
３

募　

集

「
ま
ほ
ら
」各
種
会
員
募
集

▼
「
ま
ほ
ら
友
の
会
」
会
員
募
集

　

も
っ
と
〝
ま
ほ
ら
〞
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
入
会
費
・
年
会
費
無
料
。

　

自
主
事
業
の
情
報
を
イ
チ
早
く
お

届
け
い
た
し
ま
す
。
他
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

▼
「
萬
の
会
」
会
員
募
集

　

高
畠
文
化
再
発
見
事
業
と
し
て
、

地
域
文
化
の
振
興
を
目
的
と
し
た
一

般
参
加
型
定
期
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演

し
て
い
た
だ
け
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
会

員
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
町
内

在
住
で
芸
術
文
化
活
動
を
な
さ
っ
て

お
ら
れ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
Ｏ

Ｋ
！
ま
ほ
ら
が
発
表
の
場
を
提
供
し

ま
す
。

▼
「
ま
ほ
ら
サ
ポ
ー
ト
の
会
」

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
立
案

か
ら
実
施
ま
で
の
運
営
面
に
ご
支
援

し
て
い
た
だ
け
る
「
ま
ほ
ら
サ
ポ
ー

ト
の
会
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
豊

か
な
感
性
と
想
像
力
で
素
晴
ら
し
い

舞
台
を
作
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
町
文
化
ホ
ー

　

ル
ま
ほ
ら　
　
　

☎
52
４
４
８
９

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　

シ
ン
グ
ル
ト
ン
へ
の
旅

参
加
者
募
集

▼
日
程
／
11
月
５
日
㈫
〜
11
日
㈪

▼
主
な
見
学
地
／
シ
ン
グ
ル
ト
ン
高

　

校
・
シ
ン
グ
ル
ト
ン
町
庁
舎
・
ハ

　

ン
タ
ー
バ
レ
ー
ガ
ー
デ
ン
・
シ
ド

　

ニ
ー
タ
ワ
ー
・
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ

　

ン
ズ
国
立
公
園
等

▼
費
用
／
27
万
円（
為
替
の
変
動
に

　

よ
り
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

▼
募
集
人
数
／
24
人
程
度

▼
場
所
／
山
形
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　

米
沢
支
部
（
米
沢
市
中
央
）

▼
内
容
／
裁
判
手
続
説
明
、
裁
判
員

　

制
度
説
明
お
よ
び
法
廷
見
学
等

※
電
話
に
よ
る
事
前
申
込
み
が
必
要

　

で
す
。

▼
定
員
／
予
約
受
付
順
に
20
人

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
山
形
地
方
裁

　

判
所
米
沢
支
部
庶
務
課　

☎
22
２
１
６
５

「げんき高畠歩こうかい」

行　程 期　日 時　間 コース 服装・持ち物

二井宿地区を歩く

５月18日㈯

８時30分～
   ９時30分

集合場所：二井宿地区公民館
二井宿の里山満喫コース

（全長4.9㎞） 歩きやすい服装、
履きなれたシュー
ズ、帽子、飲み物

５月25日㈯

６月１日㈯

和田地区を歩く

６月８日㈯ 集合場所：和田地区公民館
みどり豊かなゆうきの里コース

（全長3.6㎞）
６月22日㈯

６月29日㈯

　※雨天時は、中止となります。　　▶申込・問合せ先／町健康推進課（げんき館内）☎（52）５０４５

～ウォーキング定例会を開催します～～ウォーキング定例会を開催します～　　

　健康づくりにおすすめしたいのが、ウォーキング。
　他の運動と比べて腰やひざへの負担も軽いので、気軽に続けられるうえ、肥満予防や生活習慣病の
予防にも役立ちます。さあ、ウォーキングで健康づくりをはじめましょう。
　町の健康運動サポーターのみなさんと一緒に歩いてみませんか？

一緒に歩きましょう

５月31日は世界禁煙デー５月31日は世界禁煙デー

　５月31日から６月６日は禁煙週間です　５月31日から６月６日は禁煙週間です

　この機会にぜひタバコとお別れしましょう !!　この機会にぜひタバコとお別れしましょう !!

「吸う人」にも「吸わない人」にも

　たばこの煙には発がん性物質を含む、多くの有害な物質が含まれています。

喫煙者への害 周囲への害
○がん（肺・咽頭・喉頭・口腔・食道・膀胱・
　舌・胃・すい臓等）
○胃・十二指腸潰瘍　○脳梗塞　○心臓病
○低出生体重児　○骨粗しょう症　○口臭
○歯のヤニ汚れ・歯周病　○肌荒れ
○タバコ代（１箱／日×毎日＝15万円／年）
　がかかるなど

○がん　○心臓病　○喘息○がん　○心臓病　○喘息
○乳幼児突然死症候群など○乳幼児突然死症候群など

ない人」にも

たばこは有害です !!たばこは有害です !!

煙のない環境をつくり、健康で煙のない環境をつくり、健康で
元気な高畠町をめざしましょう！元気な高畠町をめざしましょう！
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ホテルランチバイキング・入浴付き !!　　　　　　
　　　　　　　お子様には『おやつ袋』プレゼント☆　　　　　　　お子様には『おやつ袋』プレゼント☆

株式会社

新発売新発売

広告 広告

　　　　
日本の歌をうたいませんか
　季節の童謡や抒情歌など、日本の歌をう
たいませんか。どなたでも参加できます。

▼日時／５月25日㈯　14時から１時間

▼場所／ひろすけホール

▼会費／一回300円（資料代）

▼問合せ先／楽しく歌う会  八巻
☎（52）３２６３

相　

談

　

東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所
で

は
、
多
重
債
務
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
お
り
ま
す
。
相
談
は
秘
密
厳
守
・

無
料
で
す
。

▼
受
付
／
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

▼
相
談
専
用
電
話
・
問
合
せ
先
／
山

　

形
財
務
事
務
所
理
財
課（
山
形
市

　

緑
町
）☎
０
２
３（
６
４
１
）５
２
０
１

多
重
債
務
相
談
窓
口
の
ご
案
内

シルバー110番！
　ひとりで悩んでいませんか？

▼一般相談／日常生活で心配なこと、困っ
　たこと。相談は無料です。秘密厳守。
　月曜～金曜　９時～17時

▼専門相談（要予約）／法律相談（月曜）・
　税金相談（偶数月第１水曜）・認知症相
　談（火曜・金曜）

▼相談・問合せ先／山形県高齢者総合相談
　センター　　☎０２３（６２２）６５１１

女
性
人
材
育
成
事
業

チ
ェ
リ
ア
塾
専
門
コ
ー
ス

▼
コ
ー
ス
／
①
男
女
共
同
参
画
リ
ー
ダ

　

ー
育
成
②
地
域
社
会
活
動
キ
ャ
リ
ア

　

形
成
③
ビ
ジ
ネ
ス
キ
ャ
リ
ア
形
成

▼
対
象
／
男
女
共
同
参
画
基
礎
知
識

　

の
あ
る
女
性　

※
参
加
費
無
料

▼
問
合
せ
先
／
山
形
県
男
女
共
同　

　

参
画
セ
ン
タ
ー
チ
ェ
リ
ア

　
　

☎
０
２
３（
６
２
９
）７
７
５
１

第
134
回
簿
記
検
定
試
験

　

簿
記
能
力
の
向
上
、
事
務
能
力
の

増
進
を
通
し
て
、
企
業
経
営
の
健
全
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
試
験
日
／
6
月
９
日
㈰　

▼
試
験
会
場
／
米
沢
商
工
会
議
所

▼
申
込
締
切
／
５
月
９
日
㈭

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
米
沢
商
工
会

　

議
所　
　
　
　
　

☎
21
５
１
１
１

第
30
回
２
・
３
級
福
祉
住
環
境

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定
試
験

　

医
療
・
福
祉
・
建
築
に
つ
い
て
体

系
的
で
幅
広
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
に
対
し
て

住
み
や
す
い
住
環
境
を
提
案
す
る
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
。

▼
試
験
日
／
７
月
７
日
㈰　

▼
試
験
会
場
／
米
沢
商
工
会
議
所

▼
申
込
締
切
／
５
月
24
日
㈮

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
米
沢
商
工
会

　

議
所　
　
　
　
　

☎
21
５
１
１
１

講　

座

求
職
者
支
援
訓
練

基
礎
コ
ー
ス

　

実
務
に
必
要
な
Ｐ
Ｃ
ス
キ
ル
・
職

業
能
力
を
身
に
つ
け
る
訓
練
で
す
。

初
心
者
可
。

▼
訓
練
期
間
／
６
月
28
日
㈮
〜
10
月

　

25
日
㈮　

▼
訓
練
科
名
／
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
基

　

礎
科

▼
実
施
場
所
／
パ
ワ
ー
ス
タ
ッ
フ
パ

　

ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル（
米
沢
市
城
西
）

▼
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
・　

　

任
意
の
資
格
受
験
料
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
間
／
５
月
７
日
㈫
〜
６
月

　

10
日
㈪

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢
☎
22
８
１
５
５

　

㈲
パ
ワ
ー
ス
タ
ッ
フ
☎
49
７
４
２
０

▼
申
込
締
切
／
５
月
31
日
㈮

▼
主
催
・
申
込
・
問
合
せ
先
／
町
国

　

際
交
流
協
会
事
務
局（
町
総
合
交

　

流
プ
ラ
ザ
内
）鈴
木☎

52
５
７
０
２

山
形
県
消
費
生
活

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

▼
活
動
内
容
／
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
や

　

経
験
に
合
わ
せ
て
、
自
分
に
で
き

　

る
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
例
）
地
域
の
消
費
生
活
情
報
の
収

集
お
よ
び
地
域
や
行
政
へ
の
情
報

提
供
・
消
費
者
啓
発
の
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
協
力
・
県
か
ら

の
依
頼
に
応
じ
た
調
査
の
実
施
お

よ
び
報
告
等

▼
応
募
資
格
／
次
の
全
て
を
満
た
す

　

方
①
満
20
歳
以
上
（
平
成
25
年
４

　

月
１
日
現
在
）
で
山
形
県
内
在
住

　

の
方
②
県
が
開
催
す
る
研
修
会
に

　

参
加
で
き
る
方
③
消
費
生
活
や
消

　

費
者
問
題
に
関
心
の
あ
る
方

▼
委
嘱
期
間
／
委
嘱
の
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で

▼
第
一
次
募
集
締
切
／
５
月
31
日
㈮

▼
募
集
人
数
／
20
人

▼
問
合
せ
先
／
山
形
県
く
ら
し
安
心

　

課（
山
形
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
２
３
（
６
３
０
）
３
２
３
７

文
殊
山
春
の
登
山
会

参
加
者
募
集

　

春
の
文
殊
山
で
新
緑
を
楽
し
み
ま

第
15
回
二
井
宿
峠

古
道
ハ
イ
ク
参
加
者
募
集

〜
歴
史
と
自
然
の
道
を
辿
る
〜

　

山
形
県
で
も
古
く
か
ら
開
け
た
二

井
宿
峠
。
萌
黄
色
の
新
緑
の
中
、
伊

達
の
中
世
の
山
城「
屋
代
舘
」を
め
ざ

し
、
古
道
を
辿
り
ま
す
。

▼
日
時
／
５
月
11
日
㈯
８
時
30
分
〜

　

受
付
、９
時
出
発
予
定（
雨
天
決
行
）

▼
集
合
場
所
／
峠
の
茶
屋
前（
旧
二

　

井
宿
峠
）

▼
会
費
／
一
般
２
、０
０
０
円
、小
中

　

学
生
１
、０
０
０
円（
昼
食
代
・
保

　

険
料
等
含
む
）

▼
山
歩
き
で
き
る
服
装
／
帽
子
、
長

　

袖
シ
ャ
ツ
、
靴
、
雨
具
等

▼
募
集
人
数
／
先
着
50
人

▼
申
込
締
切
／
５
月
８
日
㈬

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
古
道
ハ
イ
ク

　

事
務
局　

島
津　

☎
52
１
２
３
７

一
緒
に
卓
球
し
ま
せ
ん
か
？

 

卓
球
ク
ラ
ブ
員
募
集
！

　

小
学
１
年
生
か
ら
大
人
ま
で
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
一
度
練

習
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

一
緒
に
卓
球
し
ま
し
ょ
う
！

▼
練
習
日
／
毎
週
木
曜
20
時
〜
22
時

　

月
２
回
日
曜
19
時
〜
22
時

　

※
小
学
生
は
い
ず
れ
も
21
時
ま
で

▼
練
習
場
所
／
町
営
体
育
館
ア
リ
ー

　

ナ
▼
会
費
／

　

年
会
費
会
員
年
間
３
、
０
０
０
円

　

随
時
参
加
者　

１
回　

２
０
０
円

▼
問
合
せ
先
／
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

Ｏ
Ｎ
Ｅ

　

松
本

　

☎
０
９
０（
３
７
５
２
）６
８
６
１

試　

験

平
成
25
年
度
前
期

危
険
物
取
扱
者
試
験

【
第
一
回
】　

▼
試
験
日
／
６
月
15
日
㈯

▼
会
場
／
東
根
工
業
高
校
、
米
沢
工

　

業
高
校

▼
試
験
種
類
／
甲
、
乙
、
丙　

全
類

▼
受
付
期
間
／
５
月
１
日
㈬
か
ら
５

　

月
16
日
㈭
ま
で

【
第
二
回
】　

▼
試
験
日
／
６
月
22
日
㈯

▼
会
場
／
山
形
工
業
高
校
、
鶴
岡
工

せ
ん
か
？

▼
日
時
／
５
月
18
日
㈯
８
時
30
分
集

　

合
（
小
雨
決
行
）

▼
集
合
場
所
／
鈴
沼
奥
の
登
山
口　

　

東
屋

▼
ル
ー
ト
／
鈴
沼
〜
文
殊
山
〜
文
殊

　

駐
車
場
〜
巖
蔵
山（
昼
食
後
解
散
）

▼
持
ち
物
／
昼
食
・
水
・
お
や
つ
・

　

ス
テ
ッ
キ
・
雨
合
羽
等

▼
会
費
／
１
、０
０
０
円（
山
菜
汁
・

　

飲
み
物
・
保
険
費
用
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
た
か
は
た
・

　

里
山
を
愛
す
る
会
事
務
局　

戸
田

　

☎
０
９
０（
４
０
４
０
）７
２
１
４

　

業
高
校

▼
試
験
種
類
／
甲
、
乙
、
丙　

全
類

▼
受
付
期
間
／
５
月
13
日
㈪
か
ら
５

　

月
23
日
㈭
ま
で

【
第
三
回
】　

▼
試
験
日
／
７
月
13
日
㈯

▼
会
場
／
寒
河
江
工
業
高
校
、
酒
田

　

光
陵
高
校

▼
試
験
種
類
／
甲
、
乙
、
丙　

全
類

▼
受
付
期
間
／
６
月
３
日
㈪
か
ら
６

　

月
13
日
㈭
ま
で

【
第
四
回
】　

▼
試
験
日
／
７
月
20
日
㈯

▼
会
場
／
新
庄
神
室
産
業
高
校
、
長

　

井
工
業
高
校

▼
試
験
種
類
／
甲
、
乙
、
丙　

全
類

▼
受
付
期
間
／
６
月
10
日
㈪
か
ら
６

　

月
20
日
㈭
ま
で

▼
試
験
手
数
料
／
甲
種
５
，
０
０
０

　

円　

乙
種
３
，
４
０
０
円　

丙
種

　

２
，
７
０
０
円

〈
準
備
講
習
会
に
つ
い
て
〉

　

乙
種
第
四
類
、
丙
種
に
つ
い
て
は

準
備
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
／
乙
種
第
四
類
６
月
３
日
㈪

　

〜
６
月
４
日
㈫
・
丙
種
６
月
４
日
㈫

▼
時
間
／
乙
種
第
四
類
、
丙
種
と
も

　

に
９
時
か
ら
16
時
ま
で

▼
申
込
締
切
／
５
月
17
日
㈮
ま
で

▼
講
習
会
場
／
米
沢
市
す
こ
や
か
セ

　

ン
タ
ー

▼
申
込
書
入
手
先
お
よ
び
提
出
先
／

　

高
畠
消
防
署　

予
防
係

☎
52
１
５
０
５

《《 行　程  行　程 》》

高畠駅発 9：20頃　⇒　郡山駅　⇒　リステル猪苗代 11：30頃～15：00
　貸切バス

　貸切バス

新幹線つばさ

新幹線つばさ
世界のガラス館 15：15～16：00　⇒　郡山駅　⇒　高畠駅着 18：30頃

新幹線つばさを丸ごと貸切！

　　　まほろば町民号
第25回 親子ふれあい列車第 回 親子 あ 列車

リステル猪苗代＆世界のガラス館の旅リステル猪苗代＆世界のガラス館の旅

▼▼催 行 日催 行 日／／平成25年７月６日㈯平成25年７月６日㈯

▼▼旅行代金旅行代金／大　人　　 ７、９００円／大　人　　 ７、９００円
　　　　　　中学生　　 ７、９００円　　　　　　中学生　　 ７、９００円
　　　　　　小学生　　 ６、５００円　　　　　　小学生　　 ６、５００円
　　　　　　小学生未満 ４、０００円　　　　　　小学生未満 ４、０００円
　　　　　　３歳未満　 　　８００円　　　　　　３歳未満　 　　８００円

▼▼定　員定　員／３３０人／３３０人

▼▼申込・問合せ先申込・問合せ先／㈳高畠町観光協会／㈳高畠町観光協会
　　　　　　　　　　　　　☎57３８４４　　　　　　　　　　　　　☎57３８４４
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発
行
／
山
形
県
高
畠
町　
　

編
集
／
高
畠
町
企
画
財
政
課
 

☎
52
４
４
７
６　
　

発
行
部
数
／
７
、
８
０
０
部　
　

印
刷
／
㈲
高
畠
印
刷

悩まず、迷わず、まず相談!!５月の相談５月の相談
相　談　名 内　　容 相談日・曜日 時　　間 場　　　所 問 合 せ 先

一 般 心配ごと・困りごと 毎週水曜日 １日、８日、
　15日、22日、29日 ９：00～15：00

老人福祉センター
老 人 福 祉 セ ン タ ー
（町社会福祉協議会）

☎（51）1008

人 権 男女差別・いじめ・
プライバシー侵害等

第1・3水曜日
　１日、15日 ９：00～12：00

行 政 公共機関に対する
苦 情 ・ 要 望

第２・３水曜日
　８日、15日 13：00～15：00

法 律
( 予 約 制 ） 各 種 法 律 相 談 第４水曜日　22日 13：30～15：30

教 育
( 予 約 制 ）

子育て・学校生活
上の心配ごと等 随時 教育委員会教育総務課

☎（52）4474

農 地 農 地 関 係 の
困 り ご と 等 13日㈪  9：00～12：00 役場農業委員会 農 業 委 員 会 事 務 局

☎（52）4479

も の 忘 れ 認知症高齢者の
介護に関する相談

随時（専門の医師によ
る相談は後日調整） ８：30～17：00 地域包括支援センター

地域包括支援センター
☎（52）4495在 宅 介 護

相 談
高 齢 者 介 護 に
関 す る 相 談

第２・４火曜日
　14日、28日 9：30～12：00 役 場 第 7 会 議 室

食事・運動相談
（予約制）

食事や運動など
健康に関する相談

第１・３木曜日
　２日、16日 9：00～12：00 げ ん き 館 健康推進課健康増進係

☎（52）5045
女性の健康
(予約制）

妊 娠・不 妊・
婦 人 科 疾 患 等 毎週火曜日 13：00～ 置 賜 保 健 所 置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3205
こころの健康
(予約制） うつ等、心に関する健康 第２木曜日　９日 14:30～ 置 賜 保 健 所 置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3015
感 染 症 検 査
(予約不要） エイズ・B型肝炎等 毎週月曜日 13：00～14:00 置 賜 保 健 所 置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3002

就 職 就職活動での相談 毎週月曜日（祝日を除く）
　13日、20日、27日 10：00～15：00 役 場 第 7 会 議 室 南陽・高畠・川西地域雇用創造推進協議会

☎（43）4552 (南陽市役所)

２６日

５月の太陽館ふろの日は…

紅花風呂紅花風呂
シミやシワの原因をつくる活性酸素を
取り除く作用があるとか・・・・

お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

▼
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
高
畠

　

町
内
学
童
保
育
所
へ

  

１
０
０
、０
０
０
円

▼
全
東
北
歌
謡
選
手
権
実
行
委
員
会

会
長　

八
巻
功

　

福
祉
の
た
め
に  

２
０
、０
０
０
円

▼
㈱
岡
村
製
作
所
仙
台
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
形
営
業
所

　

町
中
央
公
民
館
へ

　

オ
カ
ム
ラ
ト
イ
レ
ブ
ー
ス

　

４
ブ
ー
ス

▼
㈲
タ
ケ
シ
ョ
ウ

　

町
中
央
公
民
館
・
各
地
区
公
民
館
へ

 

日
本
大
地
図　

７
冊

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
花
あ
じ
さ
い
会

　

社
会
福
祉
基
金
へ

  

３
０
、０
０
０
円

▼
高
畠
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
婦
人
の
会

　

ま
ほ
ろ
ば
荘
へ　
　

清
拭
布
78
枚

▼
高
畠
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
委
員
会

　

福
祉
の
た
め
に　
　

清
拭
布
50
枚

▼
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
会

　

糠
野
目
小
学
校
へ      

図
書
１
冊

▼
匿
名

　

福
祉
の
た
め
に  

３
３
、０
６
７
円

▼
匿
名

　

福
祉
の
た
め
に　
　

タ
オ
ル
85
枚

手
ぬ
ぐ
い
60
枚

【
太
陽
の
家
へ
】

▼
全
東
北
歌
謡
選
手
権
実
行
委
員
会

会
長　

八
巻
功

　

全
東
北
歌
謡
シ
ョ
ー
無
料
招
待
券

15
枚

▼
ホ
サ
ナ
農
園　
　
　

自
然
卵
100
個

５
月
の

水
道
修
理
指
定
店

▼
㈱
金
子
建
設　
　
　
☎
56
２
１
９
５

▼
㈱
ナ
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